
ふ
く

し
ま

駅
伝

　
町

の
部

優
勝

、
総

合
７

位
ふ

く
し

ま
駅

伝
　

町
の

部
優

勝
、

総
合

７
位

今
、

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

合併
60周

年
記

念

合併
60周

年
記

念

1212N
o.1033
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特
別
功
労
表
彰

　
11
月
３
日
、
三
春
交
流
館
﹁
ま
ほ
ら
﹂
に
お
い
て
、
三
春
町
合
併
60

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
三
春
小
学

校
合
唱
部
・
合
奏
部
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
・
合
奏
の
披
露
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ

特
別
功
労
表
彰
４
件
、
功
労
表
彰
10
件
、
顕
彰
表
彰
１
件
、
感
謝
状
５
件
、

ま
ち
づ
く
り
賞
９
件
、
建
築
賞
３
件
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
併
60
周
年
記
念
式
典

〔
功
績
〕
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成

27
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た

り
三
春
町
議
会
議
員
を
在
任
さ
れ
、

こ
の
間
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
、
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

監
査
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

功
労
表
彰

受賞者を代表して謝辞を述べる渡辺泰譽さん

渡辺泰譽 さん

（斎藤）

〔
功
績
〕
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成

27
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た

り
三
春
町
議
会
議
員
を
在
任
さ
れ
、

こ
の
間
、
三
春
町
議
会
副
議
長
、

総
務
常
任
員
会
委
員
長
、
桜
川
河

川
改
修
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
、

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
特
別
委

員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

儀同公治 さん

（渋池）

〔
功
績
〕
平
成
11
年
10
月
か
ら
平

成
27
年
９
月
ま
で
４
期
16
年
に
わ

た
り
三
春
町
議
会
議
員
を
在
任
さ

れ
、
こ
の
間
、
三
春
町
議
会
議
長
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

三
春
町
町
立
学
校
再
編
等
調
査
特

別
委
員
会
委
員
長
、
三
春
町
都
市

計
画
審
議
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
。

渡邉勝雄 さん

（貝山）

〔
功
績
〕
昭
和
59
年
４
月
か
ら
平

成
14
年
３
月
ま
で
18
年
に
わ
た
り

三
春
町
体
育
指
導
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
13
年
１
月
か
ら
平
成
26

年
12
月
ま
で
７
期
14
年
に
わ
た
り

三
春
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
在
任
さ
れ
、
こ
の
間
、

平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
22
年
11

月
ま
で
民
生
児
童
委
員
を
歴
任
さ

れ
、
福
祉
行
政
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
。

桒山トミ子 さん

（小浜海道）

根本孝季 さん

（尼ケ谷）

〔
功
績
〕
平
成
13
年
４
月
か
ら
平
成

25
年
３
月
ま
で
６
期
12
年
に
わ
た

り
、
三
春
町
介
護
認
定
審
査
会
委
員

と
し
て
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間
、
三
春

町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委

員
、
中
町
行
政
区
長
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
福
祉
行
政
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
た
。
ま
た
、
中
町
財
産
管
理
委
員

会
委
員
、
中
町
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
、
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会
町
並
部

会
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

鈴木義孝町長による式辞
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問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111

武
藤
弘
幸
さ
ん

　
　
　
　
　

（
郡
山
市
う
ね
め
町
）

〔
功
績
〕
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成

25
年
３
月
ま
で
７
期
13
年
６
月
に
わ

た
り
、
三
春
町
介
護
認
定
審
査
会
委

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間
、
三

春
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委

員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
福
祉
行
政

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

成
９
年
に
貝
山
字
岩
田
地
内
に
む
と

う
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業

し
、
地
域
か
ら
信
頼
の
あ
る
医
療
機

関
と
し
て
、
三
春
町
の
地
域
医
療
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
昭
和
35
年
か
ら
水
田
を
中

心
と
し
た
農
業
に
従
事
し
、
昭
和
39

年
か
ら
は
兼
業
農
家
と
し
て
水
田
お

よ
び
葉
た
ば
こ
の
農
業
経
営
に
従
事

さ
れ
た
。
平
成
18
年
か
ら
は
会
社
を

退
職
し
て
農
業
に
専
念
し
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
お
け
る
集

影山 正 さん

（下舞木）

〔
功
績
〕
昭
和
33
年
か
ら
葉
た
ば
こ

専
業
農
家
と
し
て
農
業
経
営
に
従

事
さ
れ
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
15

年
ま
で
込
木
・
貝
山
た
ば
こ
総
代

を
務
め
る
な
ど
、
地
域
農
業
を
牽

引
さ
れ
、平
成
２
年
よ
り
バ
ー
レ
ー

種
へ
の
転
換
を
機
に
、
た
ば
こ
作

付
面
積
を
拡
大
さ
れ
た
。
平
成
21

年
に
た
ば
こ
経
営
名
義
を
後
継
者

に
譲
る
が
、
そ
の
後
も
技
術
の
指

導
を
継
続
し
、
後
継
者
の
育
成
に

努
め
る
な
ど
、
農
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

佐藤庸夫 さん

（込木）

〔
功
績
〕
昭
和
33
年
か
ら
兼
業
農
家

と
し
て
農
業
経
営
に
従
事
し
、
会
社

を
退
職
し
た
平
成
17
年
以
降
は
葉
た

ば
こ
専
業
農
家
と
し
て
農
業
経
営
に

専
念
さ
れ
て
い
る
。
平
成
７
年
か
ら

平
成
９
年
ま
で
沢
石
１
た
ば
こ
総

代
を
務
め
る
な
ど
、
平
成
２
年
よ
り

バ
ー
レ
ー
種
へ
の
転
換
を
機
に
、
た

ば
こ
耕
作
面
積
を
拡
大
さ
れ
た
。
葉

た
ば
こ
総
代
区
の
合
併
統
合
が
進
む

な
か
、
伝
統
あ
る
作
物
の
維
持
耕
作

と
技
術
指
導
の
相
談
役
と
し
て
技
術

の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
、
後
継
者
育
成

に
努
め
る
な
ど
、
農
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

佐久間正吉 さん

（実沢）

落
協
定
代
表
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の

耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ
の
取
り
組
み

や
後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
平
成
７
年
か
ら
福
島
県
建

白岩良子 さん

（南町）

〔
功
績
〕
昭
和
34
年
か
ら
板
金
業
に

従
事
し
、
平
成
２
年
に
吉
田
板
金
工

業
を
設
立
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
技

術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
て
い
る
。
平
成

吉田守雄 さん

（貝山）

〔
功
績
〕
昭
和
40
年
か
ら
寿
司
職
人

と
し
て
修
業
を
開
始
し
、
昭
和
44

年
に
大
音
を
開
業
さ
れ
、
永
年
に

わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
て

い
る
。
寿
司
職
人
と
し
て
商
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
親
子

２
代
で
事
業
を
継
続
し
、
寿
司
職

人
の
後
継
者
育
成
に
努
め
る
な
ど
、

飲
食
業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

石山幸藏 さん

（荒町）

設
業
協
会
田
村
支
部
や
田
村
建
設
事

業
協
同
組
合
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
13
年
か
ら
は
三
春
町
建
設
業
組

合
長
を
務
め
る
な
ど
、
建
設
業
の
振

興
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

る
。
平
成
27
年
４
月
に
は
「
三
春
町

に
葛
尾
村
の
復
興
公
営
住
宅
を
創
る

建
設
推
進
協
議
会
」
の
会
長
に
就
任

す
る
な
ど
災
害
復
興
に
も
携
わ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
さ
く
ら
湖
流
域
協
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
福
島
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長
を
務
め
る
ほ
か
、
交

通
安
全
協
会
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ

ブ
会
長
、三
春
国
際
交
流
協
会
会
長
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
郡
山
会
長
、

三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
を
歴

任
す
る
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
度
も

高
く
、
町
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

２
年
か
ら
平
成
10
年
ま
で
福
島
県
板

金
業
組
合
田
村
西
支
部
支
部
長
を
務

め
ら
れ
、
技
術
者
を
指
導
し
板
金
業

技
術
の
伝
承
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、

板
金
業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●
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感
謝
状
贈
呈

学
校
法
人
三
春
学
園
理
事
長

佐
々
木
威
さ
ん
（
貝
山
）

〔
功
績
〕
大
正
５
年
５
月
に
文
部

省
令
に
よ
る
幼
稚
園
と
し
て
、
三

春
幼
稚
園
を
発
足
さ
れ
、
以
来
、

永
年
に
わ
た
り
三
春
町
の
幼
児
教

育
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
平
成
25

年
４
月
に
光
の
子
保
育
園
が
保
育

所
と
し
て
認
可
さ
れ
、
幼
児
教
育

の
み
で
な
く
、
児
童
福
祉
施
設
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

り
、
平
成
27
年
４
月
に
は
三
春
幼

稚
園
と
光
の
子
保
育
園
を
一
体
と

し
た
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
認
定
さ
れ
、
幼
児
教
育

の
進
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

特別功労表彰・功労表彰を受賞された皆さん

顕
彰
表
彰

株
式
会
社
市
川
組

代
表
取
締
役
市
川
幹
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
北
海
道
帯
広
市
）

〔
功
績
〕
平
成
26
年
12
月
に
震
災
復

興
等
の
た
め
、
三
春
町
に
１
千
万

円
の
寄
附
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、

寄
附
金
の
一
部
を
活
用
し
、
三
春

町
に
避
難
し
て
い
る
富
岡
町
お
よ

び
葛
尾
村
の
仮
設
住
宅
入
居
者
に

三
春
町
産
の
白
米
を
贈
呈
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
な
ど
、
風
評
被
害

に
よ
る
三
春
町
産
の
米
の
消
費
状

況
の
改
善
や
、
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
方
へ
の

支
援
等
、
震
災
か
ら
の
復
興
・
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。

三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
八
島
台
）

〔
功
績
〕
三
春
町
中
央
児
童
館
事

業
に
賛
同
さ
れ
、
平
成
12
年
か
ら

継
続
的
に
寄
附
を
行
い
、
理
科
ク

ラ
ブ
の
運
営
等
に
貢
献
さ
れ
、
児

童
の
知
的
好
奇
心
や
研
究
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
児
童
の
健
全
育

成
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

三
春
小
学
校
学
校
運
営
協
議

会
（
大
町
）

〔
功
績
〕
平
成
17
年
度
に
東
北
地

区
で
初
め
て
学
校
運
営
協
議
会
制

度
を
導
入
し
、
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
や
地
域
と
連
携
し
た

学
校
運
営
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
。
平
成
26
年
度
に
町
内
す
べ
て

〔
功
績
〕
昭
和
46
年
か
ら
家
業
で
あ

る
阿
部
材
木
店
に
従
事
し
、
永
年
に

わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
て
い

る
。
平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で

三
春
建
築
大
工
組
合
の
組
合
長
を
努

め
ら
れ
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て

技
術
者
を
指
導
し
建
築
技
術
の
伝
承

に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
建
築
業
界
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

阿部勇 さん

（雁木田）

〔
功
績
〕
平
成
９
年
６
月
か
ら
平

成
27
年
５
月
ま
で
９
期
18
年
に
わ

た
り
保
護
司
と
し
て
在
任
さ
れ
、

多
く
の
更
生
に
携
わ
ら
れ
た
。
こ

の
間
、
平
成
19
年
か
ら
平
成
21
年

ま
で
田
村
地
区
保
護
司
会
三
春
支

部
長
、
平
成
24
年
か
ら
平
成
27
年

ま
で
田
村
地
区
保
護
司
会
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
更
生
お
よ
び
犯
罪
の

予
防
に
尽
力
さ
れ
た
。

平林可善 さん

（荒町）
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〔
功
績
〕
平
成
15
年
４
月
か
ら
平

成
27
年
４
月
ま
で
の
12
年
に
わ
た

り
、
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合

会
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
こ
の

間
、
平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
27

年
４
月
ま
で
田
村
地
区
交
通
安
全

協
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的

に
活
動
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
10

年
か
ら
現
在
ま
で
三
春
町
観
光
協

会
会
長
（
現
み
は
る
観
光
協
会

長
）、
平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成

17
年
４
月
ま
で
三
春
町
商
工
会
副

会
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
町
の

商
工
観
光
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

幕田勝壽 さん

（尼ケ谷）

〔
功
績
〕
平
成
17
年
か
ら
健
康
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る

「
小
梅
の
会
」
会
員
と
し
て
駅
前

健
康
サ
ロ
ン
の
開
設
当
初
か
ら
サ

ロ
ン
運
営
に
従
事
し
、
ま
た
、
平

成
17
年
か
ら
継
続
的
に
健
康
づ
く

り
推
進
活
動
の
た
め
に
、
寄
附
を

行
う
な
ど
、
町
民
の
福
祉
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
。

村上梢 さん

（桜ヶ丘）

の
小
中
学
校
に
お
い
て
学
校
運
営

協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
、
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域

全
体
の
学
校
運
営
の
改
善
に
寄
与

さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

環
境
美
化
の
部

第
34
回
三
春
町

ま
ち
づ
く
り
表
彰

柴
原
滑
津
地
区
生
活
環
境
保

全
会
（
中
郷
地
区
）

〔
功
績
〕
平
成
21
年
４
月
以
来
（
６

年
以
上
）、
長
年
に
わ
た
り
桜
の

木
の
定
植
や
、
木
の
周
り
の
除
草

を
行
う
な
ど
し
て
、
桜
の
里
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

自
治
活
動
の
部

八
島
台
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
ブ

（
三
春
地
区
）

〔
功
績
〕
平
成
21
年
か
ら
、
幼
児
同

士
、
母
親
同
士
、
そ
し
て
若
い
お

母
さ
ん
と
、
そ
の
親
世
代
と
の
交

流
の
場
を
作
り
、
毎
回
手
作
り
の

お
や
つ
を
作
っ
て
提
供
す
る
な
ど

の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
手
作
り
お
や
つ
は
食
育
の

場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

顕彰表彰・感謝状を受賞・贈呈された皆さん

山
田
ク
ラ
ブ
（
岩
江
地
区
）

〔
功
績
〕「
岩
江
地
区
敬
老
会
」
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
て
踊
り
を
披
露

し
招
待
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

毎
年
趣
向
を
変
え
、
一
度
も
休

む
こ
と
な
く
、
10
年
以
上
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
山
田
地
区
の
結
束

力
に
も
結
び
付
き
、
地
域
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

三春小学校の児童による合唱と合奏



第
22
回
三
春
町
建
築
賞
　
表
彰

6

まちづくり表彰を受賞された皆さん

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111

個
人
活
動
の
部

文
化
活
動
の
部

健
康
づ
く
り
の
部

〔
功
績
〕
夕
鶴
会
さ
く
ら
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
支
援
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
、16
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
地
域
の
福

祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
長
き

に
わ
た
り
社
会
奉
仕
活
動
を
行
い
、

地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
平
成
20
年
以
来
、
三
春
町

字
四
反
田
丁
字
路
に
立
ち
、
児
童
の

見
守
り
に
努
め
、
地
域
の
安
全
安
心

確
保
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

影山嘉助 さん

（三春地区）

〔
功
績
〕
平
成
16
年
以
来
、
三
春
町

字
樋
ノ
口
の
交
差
点
に
立
ち
、
児
童

の
見
守
り
を
行
う
。
ま
た
、
一
緒
に

学
校
入
口
ま
で
登
校
し
、
児
童
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

小出泰夫 さん

（三春地区）

七海多美子 さん

（御木沢地区）

〔
功
績
〕
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
冬

期
間
地
域
生
活
道
路
や
消
防
水
利
周

辺
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
い
、
地
域

の
安
全
確
保
に
努
め
て
き
た
。
降
雪

時
に
お
け
る
地
域
の
安
全
安
心
確
保

の
た
め
に
、
奉
仕
活
動
を
す
る
姿
に

地
域
住
民
一
同
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

國分一吉 さん

（要田地区）

薬
師
堂
保
存
会
（
岩
江
地
区
）

〔
功
績
〕
薬
師
堂
の
お
祭
り
や
山
じ

ま
い
の
段
取
り
、
執
り
行
い
を
堂

番
制
度
に
よ
り
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
堂
内
外
の
環
境
整
備
や

保
存
の
た
め
の
修
繕
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
地
区
の
連
携
が
希
薄
に

な
る
昨
今
、
こ
う
し
た
活
動
に
よ

り
文
化
継
承
を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

青
少
年
活
動
の
部

福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

（
三
春
地
区
）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
以
降
、
田
村

高
校
周
辺
の
北
向
町
を
中
心
に
、

凍
結
し
た
道
路
の
整
備
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
生
活

道
路
の
確
保
に
努
め
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

参加者全員で町民の歌「栄えよ三春」斉唱



問い合わせ先　建設課　建築グループ　☎ 62-2113

第
22
回
三
春
町
建
築
賞
　
表
彰

　

郊
外
に
新
築
さ
れ
た
御
夫
婦
の
住
宅
で
あ

る
。
一
階
は
、
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
、

そ
し
て
キ
ッ
チ
ン
の
広
く
明
る
い
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
畳
の
桟
敷
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
お

り
、こ
だ
わ
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
に
、

楽
し
い
団
ら
ん
の
場
が
想
像
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
は
、
田
園
や
山
々

の
広
が
り
が
見
え
、
日
常
生
活
の
中
に
も
三

春
町
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

阿部邸（雁木田）

建築主　阿部研次
設計者　国分建築設計事務所
施工者　有限会社 阿部材木店

佐久間邸（鷹巣）

建築賞を受賞された皆さん

最　
優　
秀　
賞

　町中心部に新築された小さなお子さんのいる世帯の住宅
である。家族がふれ合える家をコンセプトとして、一階は
キッチンを中心に、家事をしながら、全体が見渡せるよう
に設計されており、広々として明るい空間を創っている。
まさに家族が感じられる住宅を実現したものとなっている。
　外観の色彩は白を基調としているが、道路に面した玄関
部分を茶系とし、ボリューム感を軽減した落ち着きのある
ものとして、街並みと調和を図った秀逸な作品である。

特
別
部
門
賞
（
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
）

建築主 佐久間 幸寿
設計者 有限会社 サワケン住宅
施工者 有限会社 サワケン住宅

　

郊
外
に
あ
る
親
子
が
住
む
築
２
０
０
年
の

古
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
住
宅
で
あ
る
。

　

代
々
引
き
継
い
だ
思
い
を
住
宅
の
中
に
残

し
つ
つ
、
断
熱
お
よ
び
耐
震
改
修
、
そ
し
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
現
代
の
生
活
に
適
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
ト
ッ
プ
ラ

イ
ト
に
よ
っ
て
北
側
の
廊
下
が
暗
く
な
ら
な

い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

外
観
は
、
既
存
の
面
影
を
残
し
つ
つ
、
現

代
風
に
進
化
さ
せ
、
落
ち
着
い
た
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
配
色
と
な
っ
て
お
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
お
手
本
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
。

佐久間邸（富沢）

特
別
部
門
賞
（
住
宅
部
門
）

建築主 佐久間 喜昭
設計者 MUNAKATA
施工者 株式会社 宗形工務店

7

式典のようす



　

第
12
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
、
10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
両
日
、
三
春
町
運
動

公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

町
内
に
避
難
し
て
い
る
葛
尾
村
・
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
31

日
に
は
２
０
１
５
三
春
ウ
オ
ー
ク
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
三
春
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
田
村
高
校
吹
奏
楽
部
、

田
村
高
校
合
唱
部
の
演
奏
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
葛
尾
村
の
人
形
劇
、
民

謡
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
よ
さ
こ
い
な
ど
、
地
域
の
方
々
の
手
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
三
春
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
会
場
内
を
大
い
に
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会
で
は
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

角
川
博
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
紅
晴
美
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
実
行
委
員
会
で
企
画
し
た
ス
テ
ー
ジ
も
来
場
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
場
内
で
は
、
町
内
の
新
鮮
な
農
産
物
や
食
品
の
ほ
か
、
葛
尾
村
や
、
富
岡

町
の
出
店
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
岩
手
県
一
関
市
の
特
産
品
、
友
好
関
係
に
あ
る

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
海
産
物
、
県
内
の
名
物
を
販
売
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
町

内
企
業
・
団
体
に
よ
る
作
品
の
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
ブ
ー
ス
が
並
び

ま
し
た
。

　

談
話
室
で
は
、
親
子
木
工
教
室
や
水
引
細
工
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
の
ほ
か
、

三
春
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５
と
農
産
物
品
評
会
の
展
示
・
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
じ
ゃ
ん
け
ん
抽
選
会
は
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
全
体
を
ま
わ
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
る
「
こ
ま

り
ん
を
探
せ
！
」
は
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
、
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ

た
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
魅
せ
る
、
楽
し

む
、
町
内
交
流
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
体
験
す
る
お
ま
つ
り
を
秋
ま
つ

り
実
行
委
員
会
で
企
画
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

第
12
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

　
　
　
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た

こまりんも来場しました

大勢の人で賑わう会場 鼓笛隊パレード（三春小学校の皆さん）

毎年恒例の湯どうふ食べくらべ大会 オープニングセレモニーでのテープカット

　

10
月
31
日
に
、
町
と
福
島

民
報
社
の
主
催
に
よ
る
「
三

春
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
回
目
の
今
年
は
、
お
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
秋
の
城
下

町
の
風
情
を
感
じ
な
が
ら
、

約
６
５
０
人
の
参
加
者
が
、

三
春
大
神
宮
や
八
雲
神
社
、

お
城
山
な
ど
街
な
か
約
10
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。

　

三
春
町
歩
け
歩
け
協
会
の

皆
さ
ん
に
先
導
い
た
だ
き
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、

三
春
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
に
お

寺
や
神
社
な
ど
の
案
内
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
は
同
時

開
催
の
「
三
春
秋
ま
つ
り
」

に
参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り

あ
げ
ま
し
た
。

三
春
ウ
オ
ー
ク

　
　

 

も
同
時
開
催

8

田村高校合唱部の皆さんによる合唱



問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

9

　
第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、11
月
15
日
開
催
さ
れ
、

三
春
は
、
町
の
部
で
３
年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝
、
総
合
７
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

町
の
部
の
区
間
賞
に
は
、
５
区
の
上
石
敦
士
選
手
（
田
村
高
校
３
年
）、
６
区
の
清
水
目
大
貴
選

手
（
日
本
大
学
３
年
）、
11
区
の
田
村
飛
鳥
選
手
（
国
士
舘
大
学
大
学
院
１
年
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　

三
春
は
５
区
上
石
選
手
が
区
間
賞
で
首
位
に
立
ち
、
続
く
６
区
清
水
目
選
手
が
チ
ー
ム
最
高
と
な

る
区
間
総
合
２
位
の
力
走
を
見
せ
、三
春
町
チ
ー
ム
の
３
年
ぶ
り
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
会
場
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
か
ら
ゴ
ー
ル
の
福
島
県
庁

前
ま
で
、
16
区
間
95
・
１
㎞
を
た
す
き
で
繋
い
だ
選
手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る
応
援

の
声
を
力
に
、
精
一
杯
の
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
当
日
ま
で
選

手
と
苦
楽
を
共
に
し
た
団
長
・
監
督
・
コ
ー
チ
・
支
援
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
、
選
手
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
ご
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
様
々
な
形
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
町
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
27
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

—
 

三
春
町
・
町
の
部
優
勝
﹆
総
合
7
位 —

◆ 区間別出場選手および成績

★ 総合７位　町の部優勝　５時間 15 分 06 秒

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

❶ 1 区 佐久間有沙選手　❷ 3 区 村上玲弥選手　❸ 4 区 長谷川徹選手　❹ 5 区 上石敦士選手　❺ 9 区 武田愛佳選手
写真紹介写真紹介 ❻ 11 区 田村飛鳥選手　❼ 12 区 浦山陽介選手　❽ 13 区 野村顕弘選手　❾ 15 区 渡辺沙祐未選手　❿ 16 区 岡本尚文選手

２３ １４５

記録

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.2
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

佐久間有沙
大平健太
村上玲弥
長谷川徹
上石敦士
清水目大貴
儀同潤矢
橋本優健
武田愛佳
伊藤修久
田村飛鳥
浦山陽介
野村顕弘
吉田飛翔
渡辺沙祐未
岡本尚文

田村高校2年
日大東北高校3年
三春中学校3年
陸上自衛隊郡山
田村高校3年
日本大学3年
三春中学校3年
三春中学校3年
三春中学校3年
新潟医療福祉大学1年
国士舘大学院1年
日本大学4年
三春町役場
郡山高校1年
三春中学校3年
日立物流

13分19秒
25分50秒
19分40秒
23分35秒
21分45秒
24分59秒
17分57秒
14分24秒
11分30秒
30分14秒
13分54秒
23分19秒
16分11秒
19分12秒
12分02秒
27分15秒

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　名 所属

5位
6位
18位
9位
3位
2位
16位
10位
21位
24位
3位
15位
15位
11位
4位
22位

2位
2位
5位
2位

区間賞
区間賞
6位
4位
7位
8位

区間賞
4位
3位
2位
2位
6位

区間順位
総合 町の部

７８ ６９10



ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

し
尿
汲
み
取
り

▼ ごみの収集・持込カレンダー ● 

ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、

各
地
区
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
お
手
元
の
「
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

　

 

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合

▼ 

年
末　
12
月
30
日
（
水
）
ま
で

▼ 

年
始　
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
通
常

　
ど
お
り
業
務
い
た
し
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

６
１
２
３

● 

年
末

○ 

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー　

　
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

○ 

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー　

　
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
４
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
年
始
の
休
業
日
以
外
は
、
ベ
ク
レ
ル
調

べ
る
セ
ン
タ
ー
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日
、
三
春

の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
水
・
日
・
祝
祭

日
が
休
業
日
で
す
。
そ
れ
以
外
の
日
は
、
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

２
１
４
７

● 

年
末　

12
月
28
日
（
月
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
４
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
平
常
ど
お
り
作
業
を
進

め
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★ 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

▼ 

留
守
家
庭
な
ど
の
し
尿
汲
取
り
、
浄
化
槽

保
守
点
検
管
理
お
よ
び
浄
化
槽
清
掃
手
数
料

な
ど
は
田
村
市
、
三
春
町
、
小
野
町
の
金
融

機
関
窓
口
で
お
支
払
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
手
続

き
は
、
金
融
機
関
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に
は
、
し
尿
お
よ

び
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
の
混

入
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼ 

台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な
ど
の
油
汚
れ
な

ど
は
い
っ
た
ん
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら

洗
浄
し
、
ま
た
、
米
の
と
ぎ
汁
な
ど
は
庭
木

な
ど
の
肥
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　

 　

 

☎
82-

１
２
７
２

ご
み
の
収
集
・
持
込

休み

12（土）
13（日）
14（月）
15（火）
16（水）
17（木）
18（金）
19（土）
20（日）
21（月）
22（火）
23（水）
24（木）
25（金）
26（土）
27（日）
28（月）
29（火）
30（水）
31（木）

1（金）
2（土）
3（日）
4（月）

収集（地区集積所） 持込（清掃センター）

休み

午前９時〜午後４時地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

12
月

１
月

休み

午前９時〜午後４時

午前９時〜午後４時

休み

休み

月  日

地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

休み

休み

休み

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

休み

休み

午前９時〜午後４時

窓
口
業
務

● 

12
月
29
日
（
火
）
〜
１
月
３
日
（
日
）　

休
み

● 

１
月
４
日
（
月
）
通
常
ど
お
り
の
窓
口
業
務

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

　
　
　

 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
６
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住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳を閲覧する時に、閲覧できる者と目的、手続き方法など厳格に規定されています。そのため不正な
閲覧や目的外利用・第三者提供を抑止することを目的に公表制度が設けられています。
　住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項に基づき、次のとおり閲覧状況を公表します。
１　公表対象期間　平成 26 年 11 月１日～平成 27 年 10 月 31 日
２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第 11 条の２第 12 項に基づく公表分）

自衛隊福島地方協力本部郡
山地域事務所

自衛官募集のための対象者情報の
収集（根拠法令：自衛隊法第29条
第1項、同第35条）

三春町全域の平成12年4月2日から平成13
年4月1日生まれの男子平成26年11月4日

国または地方公共団体の機
関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

平成26年12月17日
自衛隊福島地方協力本部郡
山地域事務所

自衛官募集のための対象者情報の
収集（根拠法令：自衛隊法第29条
第1項、同第35条）

三春町全域の平成9年4月2日から平成10
年4月1日生まれの男女

申出者の氏名（法人の場合はその名称およ
び代表者または管理人の氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

総務省統計局統計調査部委託
による「家計消費状況調査」

大字狐田、大字春田、大字蛇石、大字斎藤の男
女50名

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

平成27年10月20日

日本銀行情報サービス局委託に
よる「生活意識に関するアンケー
ト調査」

平成27年2月20日
八島台5～8丁目、桜ケ丘1～2丁目の20歳
以上の男女（平成7年4月30日以前の生年
月日の方）15名

株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

金融広報中央委員会委託による
「家計の金融行動に関する世論
調査」

平成27年4月10日
八島台5丁目、担橋1～2丁目、大字平沢の
満20歳以上の男女（平成7年5月31日まで
に生まれた人）22名

株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

総務省統計局統計調査部委託
による「家計消費状況調査」

大字鷹巣、大字上舞木字明部作、大字山田の
16歳以上の男女各50名

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

平成27年1月29日

総務省統計局統計調査部委託
による「家計消費状況調査」

大字沼沢、大字西方、大字春沢、大字蛇沢、大字
滝の男女50名

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

平成27年6月12日

NHK放送文化研究世論調査部
委託による「防災とエネルギー
に関する世論調査」

大字西方、大字蛇石、大字春沢、大字春田、大字
狐田、大字過足の、平成11年以前に生まれた男
女12名

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

平成27年10月20日

福島県生活環境部委託による
「男女共同参画・女性の活躍促
進等に関する県民意識調査」

大字上舞木字明部作の満20歳から60歳までの
男女15名

タカラ印刷株式会社
代表取締役　林克重 平成26年12月16日

福島県総務部委託による「平成
27年度福島県政世論調査」 大字山田の満15歳以上の男女20名

株式会社ITスクエア
代表取締役社長
伊藤則明

平成27年6月29日

独立行政法人労働政策研究・研
修機構委託による「男女の職業
キャリアと生活に関する調査」

大字鷹巣の昭和36年1月1日から昭和60年12
月31日に生まれた男女26名

株式会社インテージリサージ
代表取締役　井上孝志 平成27年7月28日

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126

（１）国また地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第 11 条第３項に基づく公表分）
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個人番号カードの交付は申請が必要です。

個人番号カードのイメージ

個人番号カードをつくると・・・

① 住民票等のコンビニ交付利用ができる
　　三春町は、平成 28 年 4 月からコンビニ交付が
　できるようになります。利用するには個人番号カ
　ードが必要となります。

② 公的身分証明書として利用できる
　　自動車運転免許証などのように、１枚で本人
　確認ができる公的身分証明書として利用できます。

　※ 個人番号カードには、税や年金情報などプライバシー
　　の高い情報は記録されません。

　※ 個人番号カードを紛失したらすぐコールセンターに
　　連絡し、一時停止処理を行うことにより個人番号カー
　　ドの第三者による不正使用等を防止します。

個人番号カードの交付時期

平成 28 年 1 月から交付開始です。

　○ 有効期限　10 回目の誕生日まで
　　　　　　　 （20 歳未満は 5 回目の誕生日まで）
　○ 交付手数料　初回無料

1412

※ この方法は役場窓口でのみとなります。
　交付時に本人確認や暗証番号入力をしてい
　ただきます。
　交付までに時間がかかることが予想されま
　すので、時間に余裕を持ってお越しくださ
　い。
※ 代理申請は条件がありますので、お問い合
　わせください。

② 個人番号カード交付時に来庁
　 する方法

問い合わせ先　全国共通ナビダイヤル　☎ 0570-20-0178　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　  住民課　住民グループ（通知・個人番号カード、住所異動）　☎ 62-8126

　　　　　　  総務課　企画情報グループ（マイナンバー制度）　☎ 62-8125

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

申請用紙に記入し、写真を添付して
同封してある返信用封筒で送付す
る。スマートフォンやパソコンでの
申し込みもできます。

個人番号カード交付・電子証明書発行
通知書兼照会書を受け取る。

通知書・本人確認書類を持参し
役場窓口に行く。

本人確認、暗証番号入力を行い
カードを受け取る。

ご注意ください

おもて
住所・氏名・生年月日が記
載され写真が表示されます。

マイナンバーが記載されます。
うら



1513

マイナンバー制度についてのお知らせ　vol.8

個人番号カードの申請をおすすめします。
三春町は、11 月 20 日ごろから順次発送になるマイナンバー通知カード。
手元に届いたら、個人番号カードの申請をおすすめします。

通知カードが届いたら・・・

申請には２つの方法があります。

① 地区の特設会場や役場で
　 申請する方法

開設時間：午前 9 時 30 分 ～ 午後 3 時
　※ 役場 3 階会議室は午後 4 時まで

12 月 6 日（日）　 役場（窓口）、要田地区交流館大平荘、
　　　　　　　　中妻地区公民館

　　12 日（土）　役場 3 階会議室

　　13 日（日）　役場 3 階会議室、沢石会館、
　　　　　　　　中郷地区交流館

　　19 日（土）　岩江コミュニティセンター

　　20 日（日）　役場（窓口）、岩江コミュニティ
　　　　　　　　センター、御木沢地区公民館

　※ 三春町役場窓口では、平日午前 8 時 30 分～
　　午後 5 時まで受け付けています。
　※ 延長窓口でも申請を受け付けます。

　　○ 持ちもの

　　・個人番号カード申請書
　　・通知カード
　　・印鑑
　　・本人確認書類

　※ 証明用写真はその場で撮影サービスを行います。

　　○ 事前に考えて欲しいこと

　　・カードに必要な 4 桁の暗証番号
　　・署名用電子証明書希望する場合は、英数字
　　　6 文字以上 16 文字以下の暗証番号

　※ 混雑が予想されますのでご協力をお願いします。
　※ 暗証番号は役場職員が入力します。

本人確認書類で個人番号カードの
受け取り方法が変わります。

運転免許証・住民基本台
帳 カ ー ド・ パ ス ポ ー ト・
在留カード等顔写真付き
の身分証明書のいずれか

健康保険証・介護保険証・年金
証書等市町村長が適当と認める
書類から 2 点

○ 次の A と B の書類で本人確認を行う場合

○ 次の書類のみで本人確認を行う場合

健康保険証・介護保険証・
年金証書等市町村長が適当
と認める書類のいずれか

簡易書留で住所地に郵送

受け取り方法

受け取り方法

郵送された「個人番号交付通知書」
と申請時に持参した本人確認書類
を持って、役場窓口または指定さ
れた特設会場で受け取る。

A

B



いつ申請するの？費用はかかるの？

　これらの電子証明書の利用申請は、個人番号カー
ドの申請と一緒に行うことができます。
　特に「利用者証明用電子証明書」は、平成 28 年４
月からサービスが開始されるコンビニ交付サービス
を利用する際に必要なので、個人番号カードと併せ
てぜひご申請ください。（利用者証明用電子証明書申
請欄の「□」を黒く塗りつぶすと、コンビニ交付サー
ビスを利用できなくなりますので、ご注意ください。）
　電子証明書の発行手数料は 200 円ですが、初回は
無料です。

電子証明書に有効期間はあるの？

　平成 28 年１月以降に発行される電子証明書の有効
期間は、原則として個人番号カードの有効期間にか
かわらず、発行の日から５回目の誕生日までとなり
ます。（外国人住民の方は在留期間が上記の期間より
短い場合、在留期間の満了する日までとなります。）
　また、引越しをした場合などは、署名用電子証明
書が失効となり、新たに引越し先の市町村窓口で発
行手続きを行うことになります。
　この場合、署名用電子証明書の有効期間は利用者証
明用電子証明書の有効期間の満了日と同じになります。

今使用している電子証明書はどうなるの？

　現在お使いの電子証明書（住基カードに搭載）は
有効期間満了日までお使いいただけます。
　ただし、個人番号カードを申請する場合は住基カー
ドと引き換えになり、その時点で使用できなくなり
ますので、ご注意ください。

公的個人認証サービスって
どんなもの？

　公的個人認証サービスは、インターネットを通じ
て、申請や届出といった行政手続きなどを行う際、
他人による「なりすまし」やデータの改ざんを防ぎ
安全で確実に行うため、電子証明書を活用した本人
確認の手段です。
　電子証明書は住基カードや個人番号カードの IC
チップに搭載されています。

個人番号カードでは
公的認証サービスはどうなるの？

　電子証明書はこれまで住基カードに搭載されてい
ましたが、平成 28 年１月から交付が開始される個人
番号カードにも搭載されます。
　個人番号カードには、公的個人認証サービスの電
子証明書として、従来の「署名用電子証明書」に加え、
新たに「利用者証明用電子証明書」が搭載されます。

署名用電子証明書

　　インターネットで電子文書を送信する際などに、
　文書が改ざんされていないかどうか等を確認する
　ことができます。

　・ e-Tax の確定申告
　・ 文書を伴う電子申請など

利用者証明用電子証明書

　　インターネットを閲覧する際などに、利用者
　本人であることを証明します。

　・ マイナポータルのログイン
　・ 各種証明書のコンビニ交付サービスを受ける時など

　その他、公的個人認証サービスに関するご質問は、
お問い合わせください。

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126

個人番号カードの公的個人認証サービスについて
　個人番号カードに搭載される電子証明書は、従来の住基カードに搭載されている内容に

「利用者証明用電子証明書」が追加されます。

電子証明書を使った本人確認手段

仕組み

仕組み

利用する場面

利用する場面
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　「広報みはる 6 月号」でご紹介したように、私たち国立環境研究所は、平成 28 年度から三春町の環境
創造センターにおいて、被災地の復興に向けた様々な研究を行っていきます。
　今月号では「地域の特徴を活かした復興を進めるには何が必要か？」の研究分野についてご紹介します。

　東日本大震災から 4 年が経過し、復旧に加えて地域社会をより良くするためにはどんな「まちづくり」をすればよい
かを考える段階になりました。わたしたちは、被災時の経験を活かし、地域のくらしと環境が調和・共生する新しいま
ちづくりにむけて、自治体の取り組みや関連する事業の計画と実現を支援する研究を進めています。

１. 地域環境をデータで分析する「たなおろし」
　個性を活かしながら魅力と活力が持続する地域づくりのために、まずどのような資源が地域にあるかを調べます。
山や海や川の情報、道路や住宅、工場といった地域の情報を収集し、これを「地理情報システム」というコンピュー
ター上の地図に描きこみます。また、農業や林業と自然の関わりを調べ、活用できる資源を予測します。
　その結果、例えば浜通りでは工場団地で余っている熱が豊富にあることが分かりました。

２. めざす将来の姿とそこへの道筋を分析する「シミュレーション」
　将来も住みよい元気な地域であるために有効な取り組みを考えるため、コンピューター・シミュレーションを活
用して将来の人口や経済への影響を計算し、総合計画づくりをお手伝いしています。
　また、地域や学校で住民の方々の意見をお聞きする集まりを開き、地域がどうなっていってほしいかの意見をま
とめ、計画づくりに反映したりしています。例えば新地駅では、省エネルギーで災害に強いまちづくりを目指した
エネルギーシステムをデザインし、施設農業や健康増進施設などを組み合わせた計画にも取り組んでいます。

３. 身近な「地域情報ネットワーク」で暮らし
を便利にする新しい「絆」づくり

　各家庭にタブレット端末を配布し、生活や地域の情報、電
力の使用状況などを見られるようにして生活を便利にする研
究にも取り組んでいます。例えば新地町では家庭ごとに省エ
ネを競うキャンペーンを実施したり、各家庭の電力の使い方に
合った省エネアドバイスをしたりしています。これは各家庭
の電気代の節約に加え、町全体の省エネにも役立ちます。
　また、健康情報、役場からのお知らせ、地域の口コミ情報マッ
プなどを提供し、ご年配の方々にも見やすいデザインにする
ことで、生活を様々な面から便利にすることを目指していま
す。
問い合わせ先　国立環境研究所　福島支部準備室　☎ 029-850-2276
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

磐越自動車道★
JR 磐越東線

環境創造センター

自治体

くらしアシスト
タブレット

地域の調査・データ解析１

２

３

地域環境の「たなおろし」

地域統合評価シミュレーション
地域の将来ビジョン構築

復興まちづくりデザイン
復興事業、土地利用、
環境整備の技術・政策

国立環境研究所

環境未来の
まちづくり

地域生活
ニーズ

地域環境
情報

これまでに、どんなことをしてきたの？

どんなことを研究しているの？
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　色々な技術や施策を上手に組み合わせることで、環境にも優しく、地域の活力を高めて、暮らしの快適さが共生する
復興を進めることができます。わたしたちは地域の特徴をデータで分析し、地域の個性に合った将来像を住民の皆さん
と一緒にシミュレーションで考え、情報技術も活用して、よりよい復興をお手伝いする研究を進めています。

　福島県の環境を回復し、県民の皆様が将来にわたり、安心して暮らせる環境を創
造するため、10 月に環境創造センター「本館」が開所しました。
　「本館」の両脇に整備されている「研究棟」と「交流棟」は、現在、建設工事を
進めているところであり、全棟グランドオープンは平成 28 年度です。



に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
中
妻
地
区
の
紹
介

※ 12 月 23 日（水）は祝日のため休みです。

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江防災コミュニティセンター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 12月開催日
7日・14日・21日・28日

1日・8日・15日・22日

2日・9日・16日

3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　

 　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
お
元
気
な
方
が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康

維
持
の
た
め
、
運
動
や
口
腔
、
栄
養
の
ご
指
導

を
専
門
の
先
生
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
中
妻
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
を
紹
介
し

ま
す
。
参
加
者
は
20
名
全
員
が
女
性
で
す
。
毎

週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
中
妻
地
区
公
民
館

で
、
運
動
や
バ
ス
で
の
外
出
な
ど
を
楽
し
く
元

気
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
男
性
の
方
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
、
お
電
話
で

も
可
能
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

佐
藤
フ
ミ
子
さ
ん
（
沼
沢
）

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
す
火

曜
日
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

運
動
を
し
て
体
の
調
子
も
良
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

浦
山
勝
子
さ
ん
（
斎
藤
）

　
一
年
半
前
か
ら
お
友
達
と
参

加
し
て
い
ま
す
。
毎
週
元
気
な

姿
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
運
動
や
ゲ
ー

ム
が
う
ま
く
出
来
な
い
と
き
は

笑
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

影
山
サ
ク
さ
ん
（
斎
藤
）

　

毎
回
休
ま
ず
出
席
し
て
い
ま

す
。
運
動
や
栄
養
の
お
話
が
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
運
動
習
慣

も
つ
き
、
脳
ト
レ
プ
リ
ン
ト
は
頭

の
活
性
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中郷小学校の学習発表会
の招待状を頂きました

文化祭に出品する作品制作

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

さんぺ正栄
本田仁一
先崎よしなか

6,239
747
758

得票数候補者名（届出順）

◆ 三春町の開票結果

※ 各投票所の投票者数の中には、期日前投票をした方（1,813 人）が含まれています。

　

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が
、
11
月
15
日
に
町
内
17

の
投
票
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
に
お
け
る
投
票
率
は
、
53
・
02
㌫
（
男
53
・
52
㌫
、
女

52
・
54
㌫
）
で
、
県
内
28
市
町
村
中
（
無
投
票
市
町
村
を
除
く
）

17
番
目
で
し
た
。

　

な
お
、
各
投
票
所
に
お
け
る
投
票
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今

回
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
開
票
は
同
日
午
後
９
時
か
ら
、
三
春
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

三春町役場

八幡町公民館
旧三春中学校交流施設体育館

八島台集会所
中郷地区交流館

貝山集会所
狐田集会所

蛇石集会所
旧要田中学校交流施設体育館
北成田公会堂

沢石会館

御木沢地区公民館
駅前集会所
鷹巣公民館

斎藤地区集会所

岩江小学校体育館
下舞木南部集会所

1
2
3

4
5

6

7
8

9
10
11

12

13
14
15

16
17

1,319
1,177

1,332
1,583

405
353

343
195
732

216

1,063
619
631

488
540

3,108
688

14,792

58.30

62.19 
49.02 
52.05 
64.94 

61.47 

67.64   
70.26 

50.27 
60.19

61.24
59.77 

54.20 
50.61

60.56 
41.12 

43.90

53.02   

当日有権者数
（人）

投票率
（％）

計

投　票　所

◆ 投票区別投票率
投票者数
（人）

769
732

653
824

263
217

232
137

368
130

651
370
342

247
327

1,278

302

7,842

投票区

● 問い合わせ先　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　（総務課 庶務グループ内）☎ 62-2111
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一
︑
保
守
点
検

　

家
庭
用
の
浄
化
槽
で
︑
４
か

月
に
１
回
以
上
行
う
こ
と
︒

・
浄
化
槽
の
機
器
類
の
点
検
、

調
整
。

・
消
毒
剤
の
補
給
。

・
浄
化
槽
内
で
発
生
す
る
害
虫
の 

駆
除
。

・
清
掃
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

検
討
。

三
︑
法
定
検
査

　

年
１
回
以
上
行
う
こ
と
︒

　
・
保
守
点
検
や
清
掃
が
法
律
の
規

定
通
り
に
実
施
さ
れ
、
浄
化
槽

が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
を

検
査
す
る
。

※ 

個
人
で
浄
化
槽
を
管
理
し
て
い

る
方
は
、
法
定
検
査
を
実
施
し

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

点
検
業
務
や
清
掃
業
務
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
の
で
、
浄
化
槽

の
上
に
は
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

二
︑
清
掃

　

年
１
回
以
上
行
う
こ
と
︒

・
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
や

ス
カ
ム
を
汲
取
る
。

清
掃
を
行
わ
な
い
と
︙

・
汚
泥
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
、

悪
臭
の
原
因
に
な
る
。

・
汚
泥
の
重
さ
で
、
浄
化
槽
が

破
損
す
る
。

　

三
春
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
中
学
校
か
ら
３
４
６
点
の
標
語
が
寄
せ
ら
れ
、
10
月
30
日
の
最

終
審
査
会
に
お
い
て
、
12
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
選
作
品
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
と
入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

︻
入
選
作
品
︼（
入
選
者
名
・
学
校
名
）
※ 

敬
称
略

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
心
を
つ
な
ぐ　
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
石
優
香
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
絆
と
笑
顔
の　
エ
ネ
ル
ギ
︱　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
和
歌
奈
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

気
づ
い
て
ね　
一
人
一
人
が　
防
犯
カ
メ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
勝
也
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

あ
な
た
が
ね　
笑
う
と
相
手
も　
笑
う
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
愛
理
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

出
歩
か
な
い　
魔
物
が
ひ
そ
む　
夜
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
間
恵
望
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

大
丈
夫　
私
が
と
な
り
に　
い
つ
も
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
夏
海
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

イ
ジ
メ
か
ら　
救
う
一
声　
自
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
綾
乃
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ ﹁
お
は
よ
う
﹂
で　
広
が
る
友
の
輪　
心
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
玲
弥
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 

ご
め
ん
な
さ
い　
言
葉
に
し
た
ら　
笑
顔
だ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
奎
介
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

笑
い
声　
あ
な
た
も
み
ん
な
に　
届
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
優
希
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

爽
や
か
な　
笑
顔
で
あ
い
さ
つ　
い
い
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
海
美
咲
（
岩
江
中
学
校
２
年
）

▽ 

あ
り
が
と
う　
そ
の
一
言
で　
心
は
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
真
琴
（
岩
江
中
学
校
２
年
）

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」 

☎
62-

３
８
３
７

　

入
選
作
品
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た
り
毎
月
１
作
品
ず

つ
「
広
報
み
は
る
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
３
つ
の
義
務
が
法
律
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

浄
化
槽
の
処
理
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
は

▼ 

問　
企
業
局　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

町
の
受
検
率

︵
合
併
浄
化
槽
︶

60
・
１
％

知
っ
て
暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う
！
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成27年
11月10日

平成27年
10月13日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.10
0.10
0.11
0.09
0.13
0.09
0.10
0.12
0.11
0.12
0.11
0.11
0.10
0.11

（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.10
0.09
0.11
0.09
0.11
0.09
0.10
0.11
0.11
0.13
0.11
0.12
0.10
0.12

（0.07）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.05）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成27年
11月12日

平成27年
10月15日

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

No. 測定施設など
測定値

0.26
0.14
0.20
0.14
0.12
0.12
0.16
0.15
0.16 
0.13 
0.15
0.20 
0.13
0.13 
0.29
0.29
0.26 

0.26
0.14
0.21
0.14
0.13
0.13
0.16
0.15
0.16 
0.14 
0.15
0.20 
0.13
0.13 
0.29
0.29
0.26 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 11月6日

0.11
0.14
0.10
0.12
0.23
0.13
0.11
0.13
0.10
0.21

0.13
0.18
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.11
0.11
0.12
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.13
0.10
0.11

0.11
0.10
0.11
0.11

0.10
0.09
0.10
0.11

0.11
0.12
0.12
0.09

0.10
0.10
0.10
0.11

0.09
0.09
0.09
0.09

10月  7日
10月14日
10月21日
10月28日

測定日／測定点 ①
0.18
0.17
0.19
0.19
0.20

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.16
0.15
0.14
0.19
0.19

0.18
0.15
0.14
0.19
0.17

0.14
0.13
0.13
0.13
0.13

0.11
0.09
0.10
0.10
0.10

0.11
0.13
0.11
0.13
0.14

0.14
0.14
0.12
0.14
0.14

10月  1日
10月  8日
10月15日
10月22日
10月29日

測定日／測定点 ①
0.11
0.10
0.10
0.11

② ③ ④
0.14
0.14
0.14
0.14

0.10
0.09
0.10
0.11

0.15
0.16
0.16
0.16

10月 7日
10月14日
10月21日
10月28日

測定日／測定点

①
0.14
0.11
0.13
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.13
0.11
0.13

0.11
0.11
0.12
0.13

0.12
0.11
0.12
0.14

0.08
0.07
0.07
0.08

0.10
0.10
0.10
0.12

0.11
0.10
0.10
0.10

10月 5日
10月13日
10月19日
10月26日

測定日／測定点 ◆ 岩江地区仮置き場

①
0.12
0.09
0.09
0.11
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.10
0.14
0.11
0.12

0.11
0.12
0.11
0.12
0.11

0.14
0.15
0.14
0.16
0.18

0.16
0.18
0.18
0.18
0.18

0.14
0.13
0.13
0.14
0.15

0.14
0.13
0.14
0.12
0.15

10月  2日
10月  9日
10月16日
10月23日
10月30日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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　町では、「三春町除染実施計画」等に基づき、住宅地除染や仮置き場での廃棄物の管理などを進めており、今回
はその状況をお知らせします。
▶ 住宅地除染の状況
▷ 下図のとおりとなっており、沢石、要田、御木沢、中妻、三春地区の一部（八幡町）、中郷地区の一部（柴原・込木・

芹ケ沢・貝山）の住宅地除染が完了しています。
▷ その他の地区でも、適宜除染を進めています。
▶ 仮置き場の状況
▷ 町内５か所の仮置き場で除染廃棄物の受入れを行っており、環境省の除染関係ガイドライン等に基づいた安全

対策により、除染廃棄物を保管しています。
▷ また、敷地境界の放射線量測定や地下水等の濃度測定も定期的に行っており、適切に管理を行っています。

住宅地除染および仮置き場の状況

問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122

八幡町

対象件数除染完了地区

柴原、込木、芹ケ沢、貝山

除染完了時期

平成27年6月
平成27年7月

除染前の空間線量
(μSv/h)高さ1ｍ

除染後の空間線量
(μSv/h)高さ1ｍ 低減率

283
203

測定点
の数
1,084
744

0.22
0.23

0.16
0.16

27%
30%

○ 除染が完了した地区の結果（除染前後の空間線量）をお知らせします。

※ 除染前後の空間線量は、測定点の空間線量を単純平均した値になります。
※ 環境省の公表資料から、市町村が実施している住宅地除染では、除染前の空間線量が 1μSv/h 未満地点の除染
　後の平均的な低減率は約 21％となっています。
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◆ 

体
育
科
特
別
講
演
会
開
催

　

10
月
23
日
に
本
校
舞
鶴
館
に
お
い
て
、
体

育
科
１
〜
３
年
生
を
対
象
と
し
た
体
育
科
特

別
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
員
で
あ
る
の
横
川
和
幸
さ
ん
（
本
校
昭
和

44
年
卒
業
・
元
仙
台
大
学
教
授
）
が
、
９
か

月
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、「
ス

リ
ラ
ン
カ
の
体
育
事
情
・
ス
ポ
ー
ツ
事
情
」

の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
学
校
で
行
わ
れ
る
体
育
は
、

施
設
や
用
具
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
整
備
す
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
体
育
の
授
業
は
先
生
方

の
競
技
の
説
明
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
ジ
ャ
ー
ジ
や
運
動

靴
が
無
く
、
サ
ン
ダ
ル
や
制
服
で
授
業
を
受

け
る
な
ど
、
体
を
積
極
的
に
動
か
す
意
識
や

習
慣
、
環
境
に
な
っ
て
い
な
く
、
運
動
経
験

が
少
な
い
こ
と
で
、
私
た
ち
が
何
気
な
く
で

き
る
縄
跳
び
や
ボ
ー
ル
つ
き
も
、
高
校
生
と

同
じ
年
齢
の
子
ど
も
が
で
き
な
い
た
め
、
新

聞
紙
で
ボ
ー
ル
を
作
る
な
ど
、
身
近
な
も
の

で
授
業
を
行
う
工
夫
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

◆ 

県
高
校
女
子
駅
伝
優
勝

　
　
　
　
（
３
年
ぶ
り
19
回
目
）

　

10
月
21
日
に
猪
苗
代
町
で
行
わ
れ
た
全
国

高
校
駅
伝
福
島
予
選
会
は
、
本
校
女
子
チ
ー

ム
が
１
時
間
12
分
３
秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝

し
、
12
月
20
日
（
日
）
に
２
年
ぶ
り
で
京
都

「
都
大
路
」
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
宿
敵
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
学
法

石
川
に
１
、２
区
で
ト
ッ
プ
を
譲
り
ま
し
た

が
、
３
区
で
逆
転
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
ま
で

押
し
切
り
、
11
秒
差
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切

り
、見
事
に
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

▼ 

女
子
５
区
間（
21・０
９
７
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

▽ 

１
区
（
６
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

坂
内
美
月
（
２
年
）
20
分
41
秒

▽ 

２
区
（
４・０
９
７
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

星
梨
佳
（
２
年
）
14
分
７
秒

▽ 

３
区
（
３
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

折
笠
有
彩
（
２
年
）
９
分
54
秒

▽ 

４
区
（
３
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

小
野
咲
子
（
２
年
）
10
分
２
秒

▽ 

５
区
（
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

佐
久
間
有
沙
（
２
年
）
17
分
19
秒

　

女
子
の
競
走
後
に
は
男
子
の
競
走
が
行
わ

れ
、
２
時
間
14
分
31
秒
の
タ
イ
ム
で
２
位
と

な
り
、
全
国
大
会
出
場
権
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
東
北
大
会
に
駒
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
北
大
会
で
は
全
国
大
会
出
場
権
東

北
枠
の
１
校
を
め
ざ
し
て
の
戦
い
と
な
り
ま
す
。

◆ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
開
催

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
が
、
10
月
５
日
、
本
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
桜
中
に
昨
年
設
立
さ
れ
た
㈱
福
島
ガ
イ

ナ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
の
浅
尾
芳
宣
さ
ん
を

講
師
と
し
て
迎
え
、「
夢
あ
る
未
来
に
向
け
て
」

と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
案
内
プ
リ
ン
ト
の
ほ
か
に
メ
ー
ル

で
の
案
内
も
実
施
し
た
た
め
、
保
護
者
の
参

加
は
増
加
し
、
盛
況
で
し
た
。

　
「
自
分
に
は
特
別
な
才
能
は
何
も
な
い
。
今

あ
る
の
は
、
迷
っ
て
い
る
時
代
に
出
会
っ
た
人

た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
。」
と
、
穏

や
か
な
話
し
ぶ
り
と
は
裏
腹
に
、
豊
か
な
人
生

経
験
か
ら
話
さ
れ
る
内
容
は
、
と
て
も
分
か
り

や
す
く
、
生
徒
か
ら
は
「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
。」
と
の
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

浅
尾
さ
ん
の
名
言
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

▽ 「
人
生
は
ネ
タ
だ
」　
上
手
に
よ
り
楽
し
く
。

　

う
ま
く
や
ろ
う
と
す
る
と
、
失
敗
が
怖
く
な
る
。

▽ 「
想
像
力
よ
り
妄
想
力
」　
何
か
始
め
る
基

　

に
な
る
な
ら
、
動
機
は
不
純
で
い
い
。

▽ 「
実
行
力
よ
り
迷
走
力
」　
最
短
の
道
を
め

　

ざ
す
な
。
高
校
生
、
お
お
い
に
迷
っ
て
み

　

れ
ば
い
い
。

女子駅伝ゴールの瞬間

▼ 

男
子
７
区
間
（
42・１
９
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

▽ 

１
区
（
10
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

鼡
田
章
宏
（
３
年
）
31
分
33
秒

▽ 

２
区
（
３・０
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

鈴
木
顕
人
（
２
年
）
８
分
50
秒

▽ 

３
区
（
８・１
０
７
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

小
林
哲
平
（
３
年
）
26
分
10
秒

▽ 

４
区
（
８・０
８
７
５
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

戸
澤
綾
（
２
年
）
27
分
９
秒

▽ 
５
区
（
３・０
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

佐
久
間
幸
希
（
３
年
）
９
分
28
秒

▽ 
６
区
（
５・０
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

佐
藤
宏
紀
（
２
年
）
15
分
38
秒

▽ 

７
区
（
５・０
㌔
メ
ー
ト
ル
）

　

石
井
智
大
（
３
年
）
15
分
43
秒

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

講演する浅尾芳宣さん

講演する横川和幸さん
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　11 月 11 日に三春交流館「まほらホール」において、「町小 ･ 中学校音楽祭」が開催されました。
　全員による「栄えよ三春」（町民歌）の大合唱、その後、各学校による合唱の発表や合奏の演奏が披露されました。毎年いろ
いろな工夫がされ、特に、小学校では歌に合わせて動きを入れた発表や 1 年生から 6 年生の全校生による発表もありました。

● 三春町小・中学校音楽祭が開催されました

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　

岩
江
中
学
校
で
は
、﹃
本
当
の
「
自
立
」
に
む
け
て
！
〜
あ
な
た

の
心
と
体
で
本
物
体
験
〜
﹄
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
本
物
に
触
れ
る
授
業
（
美
術
科
・
音
楽
科
）

　

全
校
生
で
美
術
館
を
見
学
し
、
本
物
の
芸
術
作
品
に
触
れ
、
学
芸

員
の
方
か
ら
美
術
の
鑑
賞
法
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
音
楽
で
は
箏こ
と

の
講
師
を
招
き
、
箏こ
と

や
和
楽
の
精
神
を
学
び
ま
す
。
本
物
に
触
れ
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
生
徒
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
岩
江
中
学
校
職
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

各
界
で
活
躍
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
お
招
き
し
、
そ
の
生
き
方
等

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
よ
り
よ
い
生
き
方
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
職
業
人
と
し
て
働
く
こ
と
の
意
義
や
働

き
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

（
３
）
体
験
活
動
（
職
業
体
験・全
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・全
校
芋
煮
会
）

　

体
験
活
動
の
充
実
を
と
お
し
て
、「
私
は
こ
こ
に
い
る
。
私
に
は

こ
れ
が
あ
る
。」
と
い
う
自
己
存
在
感
や
自
己
肯
定
感
を
味
わ
い
、

自
信
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

（
４
）
学
校
運
営
協
議
会
先
進
事
例
視
察

 　

平
成
26
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
の
充
実
に
む

け
、
先
進
校
視
察
や
研
究
発
表
会
に
参
加
し
、
情
報
を
収
集
し
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
５
）
心
肺
蘇
生
法
講
習
先
行
研
修

　

講
師
を
招
聘
し
、
生
徒
・
教
職
員
対
象
に
心
肺
蘇
生
法
講
習
を
実

施
し
ま
す
。「
安
全
・
安
心
は
自
ら
の
手
で
」
と
い
う
意
識
と
態
度

の
醸
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

岩
江
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜
職場体験

全員での合唱 三春小学校 岩江小学校

御木沢小学校 中妻小学校 中郷小学校

沢石小学校 三春中学校 岩江中学校

　町内の各小・中学校の様子を町民の方に実際に見
ていただき、ご理解をいただくため「学校に行って
みっか月間」（10 月 15 日～ 11 月 15 日）を平成
18 年から毎年開催しております。
　期間中に各小・中学校で行われた、校内文化祭・
学習発表会に多くの保護者、町民の皆さんに参加い
ただきました。ありがとうございました。今回は中
学校の文化祭について紹介します。

● 「学校に行ってみっか月間」ご協力ありがとうございました

三春中学校のようす
岩江中学校のようす

芋煮会

美術館見学
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町立三春病院News町立三春病院News

10 月９日～ 11 月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　
増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／

ひ
ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）

／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／

齋
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／
橋

本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
橋
本

ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
橋
本

光
子
（
御
免
町
）
／
山
下
洋

子
（
小
浜
海
道
）
／
宍
戸
キ

ミ
子
（
下
舞
木
）
／
國
分
シ

ヅ
子（
新
町
）／
渡
辺
芳
雄（
馬

場
）
／
齋
藤
雅
彦
（
郡
山
市
）

／
石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

　
中
尾
郁
夫

　

太
田
展
生
（
香
川
県
）

　

澤
邊
厚
仁
（
神
奈
川
県
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

世界エイズデー（12月１日）
　世界規模でのエイズ蔓延の防止、エイズ患者やＨＩＶ感染者の差別・偏見の解消を目的に、ＷＨＯ

（世界保健機関）が 1888 年に制定しました。
　運動のシンボルマークとなっている「レッドリボン」がエイズのために使われ始めたのは、アメリ
カでエイズが社会問題となってきた 1980 年代の終わりごろのことです。エイズ患者に対する追悼の
気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援の意志を示すため、レッドリボンをシンボルにした運動
が世界的に広まりました。現在、レッドリボンはＵＮＡＩＤＳ ( 国連合同エイズ計画 ) のシンボルマー
クになっています。

★ 第 12 回三春秋まつり参加（10 月 31 日）

　三春町運動公園で開催された「第 12 回三春秋まつり」に参加しました。
　当院は「まちの保健室」として出展し、血圧測定・血管年齢測定・栄養士
と薬剤師による相談コーナーを設け、地域の皆様と交流を深めてまいりまし
た。来場して頂いた地域の皆様には、「自分の生活習慣について振り返ること
ができた」、「食生活等について相談できよかった」等の感想を頂きました。 まちの保健室のようす

　10 月 29 日、今年度から指定管理を開始した三春
町第１保育所において、モニター会議を開催しました。
　当院の取り組みについての意見交換に加え、当院
と保育所の関わりや、保育所の運営方針の説明と、
保育所の見学を行いました。
　モニターの方は保育所の子供たちが笑顔で活動に
取り組む様子を見て、感心していらっしゃいました。

★ 病院モニター会議開催　

　10 月 28 日、当院外来待合室にて、インフルエン
ザとその予防接種についてミニ講座を行いました。
　インフルエンザの流行がニュースなどで報道され
ていることもあり、外来待合室にいらした患者さん
は、熱心にインフルエンザの特徴やインフルエンザ
予防対策について耳を傾けていました。

★ 健康ミニ講座 ( インフルエンザ )

　今年も残すところあと僅かとなって参りました。地域の皆様におかれましては、年末に向
けてお忙しい日々をお過ごしのことと存じます。
　当院の年末年始の休診日についてお知らせいたします。
▶ 休診日　12 月 31 日（木）～１月３日（日）
※ 年始は１月４日（月）より診療を行います。
　よい年末年始をお過ごしください。来年も町立三春病院をよろしくお願い申し上げます。

★ 年末年始の休診日のお知らせ
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三
世
代
の
も
ち
つ
き
交
流
会

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

渡
辺
武
志
さ
ん
（
七
草
木
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

　
　

親
子
が
楽
し
み
ま
し
た

　

10
月
16
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
、
町
民
図
書
館
に
お
い
て
「
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
場
所
は
図
書
館
内
や
交
流
館
で
、古
本
リ
ユ
ー
ス
市
、お
す
す
め
本
ミ
ス
テ
リ
ー
パ
ッ

ク
、
製
本
講
座
、
布
絵
本
講
習
会
、
特
別
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
は
な
し
会
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職
員
に
よ
る
大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
、
昔
話
の
語
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特別おはなし会のようす

製本講座のようす

中央児童館での交流会

岩江児童クラブでの交流会

御木沢児童クラブでの交流会

　

10
月
26
日
、
役
場
公
室
で
、
町
長
、
副
町
長
、

議
会
議
長
立
会
い
の
も
と
、
福
島
県
県
中
地
方

振
興
局
長
か
ら
旭
日
単
光
章
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
昭
和
62
年
10
月
か
ら
平
成
11
年

９
月
ま
で
の
12
年
間
に
わ
た
り
、
三
春
町
議
会

議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
在
任

中
、
三
春
ダ
ム
対
策
・
商
工
業
・
教
育
文
化
・

福
祉
な
ど
様
々
な
分
野
へ
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭日単光章を受章された渡辺武志さん（前列右）
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11
月
１
日
は
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
７
日
は
中
央
児
童
館
で
、
21
日
は
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
児
童
の
家

族
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ま
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
昔
か
ら
伝
わ
る
メ
ン
コ
・
お
は
じ
き
・
あ
や
と
り
・
こ

ま
回
し
、
将
棋
な
ど
の
伝
統
の
遊
び
を
児
童
た
ち
が
教
わ
り
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
保
護
者
も
餅
つ
き

の
体
験
は
あ
ま
り
な
く
、
も
ち
の
つ
き
始
め
か
ら
こ
ね
取
り
な
ど
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
な
り
ま
し
た
。
会
食
前
に
、
児
童
に
よ
る
け
ん
玉
発
表
や
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
し
た
ダ
ン
ス
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子

ど
も
の
こ
ろ
の
様
子
を
聞
く
質
問
タ
イ
ム
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
食
で
は
つ
き
た
て
の
お
餅
を
、
雑
煮
の
ほ
か
、
き
な
粉
も
ち
・
あ
ん
こ
も
ち
な
ど
に
し
、
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
お
い
し
い
」
と
、
に
こ
に
こ
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
何
度
も
お
か
わ
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。



学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

八
島
台
自
主
防
災
会

　
　
　
　

防
災
訓
練
を
実
施

第
25
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

半
世
紀
を
振
り
返
り

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
を
祝
う
「
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
伝
達
式
が
10
月
29
日
、

割
烹
八
文
字
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
20
組
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
、
と
も
に
歩

ん
で
き
た
半
世
紀
の
歳
月
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
代
表
で
、
渡
邉
長
義
さ
ん
、
ハ
ル
子

さ
ん
ご
夫
妻
に
米
谷
量
平
福
島
民
報
社
田
村
支
局

長
よ
り
表
彰
状
が
、
上
榁
信
三
さ
ん
、
八
重
子
さ

ん
ご
夫
妻
に
中
川
一
雄
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
橋
本
忠
さ
ん
、
昭
子
さ
ん
ご
夫
妻
が

代
表
で
謝
辞
を
述
べ
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
松
蔚
流
舞
扇
会
に
よ
る
日
本
舞
踊

が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
夫

婦
仲
良
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

謝辞を述べる橋本忠さん、昭子さんご夫妻

　

10
月
10
日
・
11
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
協
会
主
催
の
第
25
回
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
地
区
本
選
会

が
、
三
春
町
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
小
学
校
ピ
ア
ノ
部
門
で
は
、

日
々
の
練
習
の
成
果
が
実
り
、
三
春
小
の
田
中

愛
波
さ
ん（
６
年
）、小
野
寺
果
子
さ
ん（
３
年
）、

田
中
陸
夢
く
ん
（
３
年
）
の
３
名
が
見
事
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
に

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優秀賞を受賞された皆さん

　

10
月
25
日
、
八
島
台
自
主
防
災
会
（
会
長
山
本
健

八
島
台
代
表
区
長
）
に
よ
る
防
災
訓
練
が
八
島
台
集

会
所
お
よ
び
河
原
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
町
内
で
震
度
６
の
地
震
が
発
生
し
、
八
島

台
地
区
内
で
火
災
が
発
生
し
家
屋
の
倒
壊
等
に
よ
り

負
傷
者
が
出
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
災
害
対
策
本

部
の
設
置
訓
練
に
引
き
続
き
自
主
防
災
活
動
に
つ
い

て
確
認
を
し
た
の
ち
、
消
防
署
へ
の
通
報
訓
練
、
車

い
す
等
の
取
り
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

河
原
公
園
で
は
三
春
分
団
第
７
部
に
お
け
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
披
露
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
は
き
び
き
び
し
た
動
き
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
後
援
隊
に
よ
る
消
火
栓
の
取
り
扱

い
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

反
省
会
で
は
、
炊
き
出
し
訓
練
で
の
お
に
ぎ
り
を

食
べ
な
が
ら
、
１
０
０
名
近
い
参
加
者
は
、「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の
意
識

を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

防災訓練のようす

　

10
月
23
日
に
学
校
保
健
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

三
春
町
八
島
台
環
境
防
犯
協
会
が
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

八
島
台
環
境
防
犯
協
会
は
会
員
約
40
名
で
、

学
校
が
あ
る
日
は
毎
日
荒
町
の
渋
池
交
差
点
に

立
ち
、
下
校
中
の
小
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め

の
見
守
り
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
が
地
域
を
歩
き
安
全
確
保
や
予

防
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

受賞された八島台環境防犯協会の皆さん
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交
通
・
防
犯
各
種
表
彰

　
　
　
　
　

を
受
賞
し
ま
し
た

三
春
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

に
21
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

芳
賀
ア
キ
さ
ん
（
敬
老
園
）

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

芳
賀
ア
キ
さ
ん
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、
11
月
19
日
、

三
春
町
敬
老
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知
事
賀
寿
と

会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

健
康
や
栄
養
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
目
指

し
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
全
６
回
、
20
時
間

以
上
の
講
座
を
修
了
し
た
21
名
（
う
ち
５
名
は

一
部
受
講
修
了
）
の
方
が
こ
の
度
「
三
春
町
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
」
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

医
師
や
栄
養
士
に
よ
る
講
座
や
調
理
実
習
、

小
学
校
で
の
食
育
の
授
業
参
観
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
勉
強
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
活
動
な
ど
で
皆
さ
ん
の
お
目
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
活
躍
の
場
を
設
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講座のようす

ヘルスメイトに認定された皆さん
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
三
春
町
の
た

め
、
交
通
安
全
活
動
、
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
方
（
団
体
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
（
団
体
）
は
永
年
に
わ
た
る
献
身
的

な
活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

★ 

交
通
安
全
活
動
表
彰

▼ 

東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会

　
長
連
名
表
彰

▽ 

交
通
安
全
功
労
者　
角
紀
子

▽ 

優
良
運
転
者　
泉
紘
一

▼ 

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰

▽ 

交
通
安
全
活
動
協
力
者　
小
林
東
子

▼ 

福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
交
通
安
全
協

　
会
長
連
名
表
彰

▽ 

交
通
安
全
功
労
団
体　
田
村
地
区
交
通
安
全

　

協
会
八
島
台
分
会

▽
優
良
運
転
者　

佐
久
間
恒
善
、
大
津
英
昭
、

　

佐
藤
次
男

★ 

防
犯
活
動
表
彰

▼ 

公
益
社
団
法
人
福
島
県
防
犯
協
会
連
合
会
長・

　
福
島
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰

▽ 
防
犯
功
労
団
体　
八
島
台
環
境
防
犯
協
力
会

▼ 
公
益
社
団
法
人
福
島
県
防
犯
協
会
連
合
会
長
表
彰

▽ 

平
成
27
年
地
域
安
全
作
文
小
学
生
の
部

　
最
優
秀
作
品

　

橋
本
健
一
（
三
春
小
学
校
６
年
）

副町長から賀寿贈呈を受ける芳賀さん

表彰状の贈呈を受ける泉紘一さん（左） 表彰状の贈呈を受ける角紀子さん（中央）



主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　12 月 2・7・14・21・23・28 ～ 1 月 4 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　12 月 7・14・21・24・26 ～ 1 月 4 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　12 月 28 日～ 1 月 3 日
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　12 月 7・14・21・24・27 ～ 1 月 4 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　12 月 7・14・21・28 ～ 1 月 3 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　12 月 7 日、29 日～ 1 月 4 日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　12 月 4・11・15・24 日～ 1 月 5 日

　土・日曜日、祝日
▶ 役場
　12 月 29 日～ 1 月 3 日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　12 月 2・9・16 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　12 月 6・13・20・27 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　12 月 26 日（土）・27 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

◆ 日時　平成 28 年１月 10 日（日）※ 成人の日の前日
　 　　　受付　午後０時 30 分　式典　午後１時 30 分
◆ 場所　三春交流館「まほらホール」
◆ 該当者　平成７年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方で、
　　　　　 町内在住者または出身者
※ 町内に住民登録（平成 27 年９月１日現
　在）されている方には、案内状を送付し
　ています。案内状が届いていない方や住
　民登録されていない方で、三春町の成人
　式に出席を希望する方は、ご連絡くださ
　い。

平 成 28 年  三 春 町 成 人 式

今年の成人式のようす

　三春町文化伝承館は、12 月１日から平成 28 年２月 29 日までの間、次
の期間のみの開館となります。
▶ 開館日　土・日・祝祭日
※ ただし、12 月 27 日から平成 28 年１月４日までは、閉館します。

三春町文化伝承館ご利用の皆さんへ

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

　昨年に引き続き、おなじみの日本フィルハーモ
ニー交響楽団を開催します。
　指揮者には、日本のクラシック音楽界から熱い注
目を集める指揮者の一人で、若手の三羽烏の一人と
も言われている川瀬賢太郎氏を迎えます。
　曲目はベートーヴェンの「交響曲第7番」をはじめ、

「オペラ「こうもり」序曲」、「美しく青きドナウ」など、
ヨハン・シュトラウスⅡ世の曲目を中心としたプロ
グラムを揃えたコンサートとなっております。
　新年の幕開けにぜひ、三春交流館「まほら」で開
催される豪華コンサートをお楽しみください。

三春交流館「まほら」ニューイヤーコンサート 2016
日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：川瀬賢太郎

◆ 日　時　　平成 28 年１月 11 日（月・祝）
　　　　　　 午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 入場料　　全席指定一般：5,000 円
　　　　　　 　高校生以下：3,000 円
※当日は 500 円増しとなります。
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 12 月から１月 11 日までのイベント情報 ◆◆◆

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　クリスマスに手作りキャンドルを飾りましょう。
▶ 日　時　12 月 19 日（土）
　　　　　 午前９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　300 円

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　クリスマスに手作りキャンドルを飾りましょう。

カラーキャンドル作り

　オリジナルの和凧を作ります。
▶ 日　時　平成 28 年１月９日（土）
　　　　　 午前９時 30 分～午後０時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　500 円（幼児 300 円）
▶ 持参物　はさみ、絵の具

凧作り・凧上げ教室

4日（月）

11日（月）

6日（日）

10日（日）

三春磐州市実行委員会(橋本)☎62-5757

　

磐州市「年末市」

27日（日）

平成28年三春町成人式
13時30分
まほらホール
※ 新成人者のみ
　ご入場できま
　す。

三春町生涯学習課☎62-3837

20歳の門出を同級生の皆さんとお
祝いしませんか。三春町の成人式に
出席を希望される方はご連絡くださ
い。

平成27年度三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

12月
13日（日）

9時～12時
まほらホール
自由席／無料

日本のクラシック音楽界から熱い注目
を集める川瀬賢太郎さんを指揮者に迎
え開催します。
新年の幕開けに豪華コンサートをお楽
しみください。

クリスマスコンサート

1月

12月

1月

１月

12月

12月

佐藤みか☎090-2029-5094

三春初の「第九」演奏会です。長年
に渡る先人達の夢でもあった第九を
町内外から集まり結成した「三春第
九合唱団」120名が、ベートーヴェ
ン「第九」四楽章を歌います。

３月
16日（金）～
17日（土）

年末年始に必要なものの売り出しで
す。おせち料理の材料やしめ飾りな
どを販売します。

三春小学校☎62-3101

23日（水）
町内の子どもたちによる２年に１度
のクリスマスコンサートです。ピア
ノ演奏・連弾などぜひお聴きくださ
い。

５日（土）
歌あり劇あり体操あり。これまでに
学んだ様々なことをステージいっぱ
いに表現します。三春っ子の輝く姿
をぜひご覧ください。

ジャグリングとコメディを理科的な
演出で仕上げたエンターテイメント
ショーです。理科の苦手な子も大丈
夫。みんなで一緒に楽しもう。

11時～13時
交流広場

12月

15時
まほらホール
全席指定5,000円／
高校生以下3,000円
（当日５００円増）

14時～15時
まほらホール
自由席／2,600円
（4歳以上）

14時30分～16時30分
まほらホール
自由席／1,500
円・高校生以下
1,000円

13時～16時
まほらホール
自由席／無料

12月
19日（土）

三春アンサンブル支援会第３８回コンサート「第九 in まほら」 三春アンサンブル支援会(井上)☎080-6016-0218

Ｅｎｃｏｒｅ！～Ｃｈｒｉｓｔｍａｓ～ Fukushima Yoga Project(影山)☎080-8208-9786

13時30分～15時
まほらホール
自由席／3,500
円（前売り）
4,000円（当日）

YOUは何しに日本へ？で追跡取材を
受けたカナダ人歌手、ウィルが三春
町にやってきます。パスポート無し
で体験できるブロードウェイの世界
をぜひ、お見逃し無く。

平成28年新年交礼会 三春町役場総務課☎62-2111

13時30分
まほらホール
自由席／無料

毎年恒例の新年交礼会を開催します。
ぜひ、お越しください。

☎62-4693三春おやこ劇場第43回例会「いおり博士とこうじくんの理科室パフォーマンスショー」

三春交流館運営協会☎62-3837「まほら」ニューイヤーコンサート２０１６日本フィルハーモニー交響楽団

三春軟式野球スポーツ少年団のご紹介
　三春軟式野球スポーツ少年団は、結成５年目で 23 名の男子、女子
と指導者、保護者が一体となり、全員野球で活動しています。
　チームのモットーは『強いチーム』ではなく、『良いチーム』です。
試合の勝敗だけでなく、人への礼儀や感謝、思いやりの姿勢でも勝て
るチームを目指しています。今年は２度の県大会出場を果たしました。
一緒に『良いチーム』を目指しましょう！
　詳しくは、『三春軟式野球スポーツ少年団ホームページ』をご覧く
ださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  監督　橋本 厚枝

三春軟式野球スポーツ少年団の皆さん

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。
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〈町民図書館☎ 62-3375〉

〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

中央児童館

参加する児童全員が一つずつ出し物をします。
プレゼントや会食もお楽しみに。
参加料：１,０００円（プレゼント、お菓子、飲み物代）

テーマ：楽しいクリスマス

メニュー：春巻きの皮でアップルパイ

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

クリスマスお楽しみ会 小学生
12月16日（水）
13時45分～16時
申込期限12月3日（木）

料理クラブ
12月12日（土）
9時30分 クラブ員

おりがみクラブ
12月21日（月）
9時30分 クラブ員

子育て支援
センター

就学前の12月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
12月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

12月4日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

12月3日（木）
10時45分～11時

12月22日（火）
10時～11時
申込期限12月15日（火）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

12月9日（水）
9時30分～11時

12月9日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 12月13日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 12月10・17日（木）
放課後 小学生低学年

平成27年8月1日
～8月27日生まれ

3歳児

平成26年4月13日
～6月2日生まれ
平成24年9月1日
～10月5日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・こどもノート

母子手帳・問診票・バスタオル・こどもノート

食改さんのおやつやさんは、18日11時～保健センター開放日

平成27年3月10日
～4月1日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

献血
  9時30分～11時30分　　田村警察署
12時30分～14時30分　　ホリストンポリテック（株）
15時00分～17時00分　　三春町役場

12月18日（金）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

12月15日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

12月17日（木）
13時～13時15分受付
12月16日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

12月4・18日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 12月16日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

御
用
船
帰
還
せ
ず
︵
相
場
英
雄
︶
／
鍵

の
掛
か
っ
た
男
︵
有
栖
川
有
栖
︶
／
抗

争︵
江
上
剛
︶／
琥
珀
の
ま
た
た
き︵
小

川
洋
子
︶
／
我
が
家
の
ヒ
ミ
ツ
︵
奥
田

英
朗
︶／
中
野
の
お
父
さ
ん︵
北
村
薫
︶

／
片
桐
大
三
郎
と
Ｘ
Ｙ
Ｚ
の
悲
劇
︵
倉

知
淳
︶
／
犬
の
掟
︵
佐
々
木
譲
︶
／

花
咲
小
路
二
丁
目
の
花
乃
子
さ
ん
︵
小

路
幸
也
︶
／
と
な
り
の
セ
レ
ブ
た
ち

︵
篠
田
節
子
︶／
き
の
う
の
影
踏
み︵
辻

村
深
月
︶
／
超
高
速
！
参
勤
交
代
老

中
の
逆
襲
︵
土
橋
章
宏
︶
／
う
ず
ら

大
名
︵
畠
中
恵
︶
／
左
近
上
・
下
︵
火

坂
雅
志
︶
／
怒
鳴
り
癖
︵
藤
田
宜
永
︶

／
呪
文
︵
星
野
智
幸
︶
／
帰
蝶
︵
諸

田
玲
子
︶
／
虚
ろ
ま
ん
て
ぃ
っ
く
︵
吉

村
萬
壱
︶
／
１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
！

こ
れ
か
ら
も
っ
と
幸
せ
な
ひ
と
り
暮

ら
し
︵
吉
沢
久
子
︶
／
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
・
ハ
ウ
ス
︵
ユ
ッ
シ
・
エ
ー
ズ
ラ
・

オ
ー
ル
ス
ン
︶

今月の お すす め 本

W
indow

s10

完
全
大
事
典
／
池
上

彰
・
森
達
也
の
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

※ 新着コーナーには、12 月３日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統
領
か
ら

き
み
へ
／
自
由
の
た
び
び
と
南
方
熊
楠

／
草
の
名
前
が
葉
っ
ぱ
で
わ
か
る
／
わ

た
し
の
カ
ラ
ス
研
究
／
橋
の
大
解
剖
／

名
作
の
中
の
お
菓
子
物
語
／
谷
川
俊
太

郎
少
年
詩
集
ど
き
ん
／
岸
辺
の
ヤ
ー
ビ

／
テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み
／
カ
モ
メ
が

く
れ
た
三
か
く
の
海
／
失
わ
れ
た
も
の

た
ち
の
本
／
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
／

１
ね
ん
１
く
み
の
１
に
ち
／
く
つ
や
の

ド
ラ
テ
フ
カ
／
ゴ
リ
ラ
の
お
と
う
ち
ゃ

ん
／
も
う
ぬ
げ
な
い

　男性向けのシンプルなデザイ
ンが紹介された編み物の本で
す。図書館では、このほかにも
様々な編み物の本を揃えていま
す。どんどん寒くなるこの時期、
手編みのニットで暖かく過ごし
ませんか。

き
た
い
マ
ス
コ
ミ
の
大
問
題
／
幸
せ
は

あ
な
た
の
心
が
決
め
る
／
日
米
の
教
科

書
当
時
の
新
聞
で
く
ら
べ
る
太
平
洋
戦

争
／
九
転
び
十
起
き
！
広
岡
浅
子
の
生

涯
／
地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
本
を
元
気

に
す
る
60
人
の
挑
戦
／
問
題
解
決
力

を
劇
的
に
あ
げ
る
判
断
力
の
基
本
／
す

ぐ
そ
ば
に
あ
る
﹁
貧
困
﹂
／
だ
ま
し
犯

罪
百
科
／
ひ
ら
が
な
暦
／
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本
／
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
の
引
き
算
／
野
菜
を
使
い
き

る
。
／
芸
術
が
わ
か
ら
な
く
て
も
美
術

館
が
す
ご
く
楽
し
く
な
る
本
／
新
し
い

道
徳
／
読
み
切
り
世
界
文
学
／
福
島
県

の
道
路
元
標
／
第
二
楽
章 

福
島
へ
の

思
い
／
昭
和
の
恋
の
物
語

『上質メンズニット Ｍ・Ｌ・
ＬＬサイズで編む』
日本ヴォーグ社

〈
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
・
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
り
ま
す
。
ま

た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ

も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と

し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
得
な
２
年
前
納
は
毎

月
納
付
す
る
場
合
に
く
ら
べ
、
２

年
間
で
約
１
万
５
千
円
程
度
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
役
場
窓

口
や
年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。
前
納
に

よ
る
割
引
は
、
現
金
納
付
と
同
じ

割
引
額
で
す
の
で
早
割
や
２
年
前

納
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

〈
農
薬
の
適
正
使
用
の
お
願
い
〉

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
農
薬
、
作
物
に
残
留
農

薬
の
基
準
が
定
め
ら
れ
、
法
律
で

農
産
物
・
食
品
の
流
通
が
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
が
農
薬
を

厳
し
く
管
理
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
家
庭
菜
園
で
も
農
薬
の

使
用
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

作
物
の
残
留
農
薬
の
基
準
値
が

超
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
畑
の

作
物
が
す
べ
て
出
荷
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
農
薬
の
使
用
は

隣
近
所
の
畑
の
生
産
者
と
話
し
合
い

適
正
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

農
薬
使
用
時
の
基
本
的
な
留
意
点

▽ 

農
薬
の
商
品
ラ
ベ
ル
等
を
十
分

　

確
認
、
農
薬
氏
輸
基
準
を
守
る

▽ 

農
薬
散
布
器
具
の
洗
浄
を
徹
底

　

す
る

▽ 

農
薬
の
使
用
記
録
を
行
う

▽ 

農
薬
飛
散
の
防
止
の
た
め
、
近

　

隣
生
産
者
と
情
報
交
換
を
行
う

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
業
務
停
止

の
お
知
ら
せ
〉

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
業
務
停
止
の
た
め
、
次

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

稼
働
停
止
日　
12
月
１
日（
火
）

▼ 

利
用
で
き
な
く
な
る
サ
ー
ビ
ス

▽ 

住
民
票
の
広
域
交
付

　

町
外
住
民
の
方
の
住
民
票
取

得
・
町
内
住
民
の
方
の
町
外
で
の

住
民
票
取
得
。

▽ 

住
基
カ
ー
ド
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
・
変
更
・

更
新
な
ど
。

▽ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
関

　
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

電
子
証
明
書
の
取
得
・
更
新
な
ど
。

▽ 

特
例
に
よ
る
転
入
・
転
出
届

　

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
る
方

お
よ
び
世
帯
の
転
入
・
転
出
届
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

29

年　

金

農　

業

暮
ら
し

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



30

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

○ 

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器
は
、

次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う
か
が

い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田
ポ

ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉
村
管

工
所
・
神
設
備
、（
株
）
三
立
設
備

▽ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 
水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

蛇
口
や
水
道
管
、水
道
メ
ー
タ
ー

が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、
破
裂

や
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
蛇
口
や
水

道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
保
温
材

料
な
ど
を
取
り
付
け
て
、
寒
さ
か

ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ス
プ
レ
ー
缶
は
有
害
ご
み

で
す
〉

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。（
ガ
ス
を

使
い
切
っ
て
、
黒
い
コ
ン
テ
ナ
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

ライター スプレー缶 ガスボンベ

◆ 有害ごみ（月１回収集）
〈
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
小

さ
な
干
支
の
展
示
会
の
お
知

ら
せ
〉

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
12
月

12
日
（
土
）
か
ら
冬
の
ミ
ニ
展
示

「
申
（
サ
ル
）」
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

日本三大駒の一つ、八
や は た う ま

幡馬

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

期
限
を
延
長
し
ま
す
〉

　

申
請
期
限
を
12
月
28
日
（
月
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。
該
当
と
な
る

方
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

給
付
対
象
者　
平
成
27
年
度
分

　

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課

　

税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　
（
※
住
民
税
に
お
い
て
ど
な
た

　

か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合

　

や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

　

と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対

　

象
外
で
す
。）

▼ 

給
付
額　
　

給
付
対
象
者
１
人

　

に
つ
き
６
千
円

▼ 

申
請
期
限　
12
月
28
日
（
月
）

▼ 

申
請
手
続　

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
27

　

年
１
月
１
日
）
に
お
い
て
住
民

　

登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と

　

な
り
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

　

る
方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま

　

し
た
の
で
、
必
要
書
類
（
本
人
確

　

認
証
明
書
の
写
し
、
通
帳
の
写
し

　

等
）
を
添
付
し
、
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提

　

出
、
ま
た
は
返
信
用
封
筒
で
返
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

支
給
予
定
日　
10
月
よ
り
支
給

　

を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
書

　

の
記
載
事
項
や
添
付
書
類
に
不
備

　

が
あ
っ
た
場
合
は
、
支
給
が
遅
れ

　

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。な
お
、支
給
決
定
に
な
っ

　

た
方
に
は
、
支
給
決
定
通
知
書
を

　

送
付
し
ま
す
。

▼ 

申
請
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

サ
ル
年
と
い
う
と
、
厄
が
サ
ル
、

病
が
サ
ル
、
嫌
な
こ
と
を
見
ざ
る
・

言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
、
な
ど
ご

ろ
合
わ
せ
を
し
て
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
願
う
よ
う
で
す
が
、

近
年
は
サ
ル
年
に
赤
い
下
着
を
贈

ら
れ
る
と
健
康
で
過
ご
せ
る
、
な

ど
と
も
言
う
よ
う
で
す
。

　

写
真
の
「
馬
に
乗
る
」
お
猿
さ

ん
も
赤
い
顔
を
し
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

縁
起
の
良
い
郷
土
人
形
を
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ミ
ニ
で
す
が
人
形
は
大
小
取
り

揃
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入

館
料
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

　

な
お
、
12
月
27
日
か
ら
１
月
４

日
ま
で
、
年
末
年
始
の
休
館
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
12
月
12
日
（
土
）

　
　

〜
平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
）

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
森
林
の
損
害
賠
償
（
立
木

賠
償
）
に
つ
い
て
〉

　

東
京
電
力
で
は
、
福
島
県
内
の

森
林
の
所
有
者
を
対
象
に
、
立
木

の
損
害
賠
償
請
求
手
続
き
の
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
に
関
す
る
手
続
方
法
は
、

東
京
電
力
相
談
窓
口
ま
た
は
田
村

森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
東
京
電
力
（
株
）
福
島
原

　

子
力
補
償
相
談
室

　
（
田
村
市
相
談
窓
口
）

　

☎
０
１
２
０-

９
２
６-

５
９
６

▽ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
／
月
〜
土
（
祝
日
除
く
）

▼ 

問　
田
村
森
林
組
合

　
　
　

 

☎
67-

１
１
０
１



〈
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人

権
週
間
で
す
〉

　

12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心

と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
お
よ
び
福
島

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第

67
回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週

間
を
中
心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動

お
よ
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
電
話
番
号
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼ 

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

 

☎
０
５
７
０-

０
０
３-
１
１
０

▼ 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

 

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

▼ 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

 

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

★ 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

今
月
も
、
特
設
人
権
相
談
所
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
８
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
冬
の
街
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
５
の
開
催
〉

　

今
年
も
役
場
前
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
を
始
め
、
街
な
か
の
商
店

街
や
個
人
宅
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
街
な
か
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
照
ら
し
、
賑
わ
い

を
創
出
す
る
「
街
な
か
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

実
施
期
間
は
、
12
月
11
日
（
金
）

か
ら
１
月
17
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
希
望
す
る

場
合
は
、
無
料
で
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

先
着
順
で
な
く
な
り
次
第
、
受
付

終
了
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
へ
の
参
加
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
み
は
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

　

☎
62-

８
１
２
５

昨年のイルミネーションのようす

〈
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
留
学

生
募
集
〉

　

三
春
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ス
レ
イ

ク
市
に
あ
る
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校

へ
交
換
留
学
生
の
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

　

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
海
外

で
の
生
活
体
験
が
で
き
る
機
会
で

す
の
で
、
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼ 

留
学
期
間　
平
成
28
年
８
月

〜
平
成
29
年
６
月
（
10
か
月
）

▼ 

事
業
内
容　
　

▽ 

留
学
先
高
校　
ア
メ
リ
カ
合
衆

　

国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ
イ
ス

　

レ
イ
ク
高
校

▽ 

滞
在
先　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
内

　

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▼ 
費
用
負
担

▽ 
渡
航
費
用　
30
万
円
程
度

　
　
（
往
復
航
空
運
賃
等
交
通
費
）

▽ 

ビ
ザ
等
諸
費
用　
70
万
円
程
度

　
（
留
学
計
画
、
在
留
資
格
、
ビ
ザ
、

　

保
険
等
）

※ 

金
額
は
、
外
国
為
替
相
場
の
状

　

況
に
よ
り
変
動
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

そ
の
他　
日
常
生
活
に
か
か
る

　

費
用
は
受
け
入
れ
先
の
好
意
に
よ

　

り
無
償
で
す
が
、
渡
航
先
で
の
旅

　

行
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
経
費
は

　

各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
定
員　
２
名
程
度

▼ 

応
募
資
格

▽ 

三
春
町
在
住
の
高
校
生
お
よ
び

　

田
村
高
校
生

▽ 

留
学
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い

　

る
方

▽ 

心
身
と
も
に
健
康
で
積
極
性
と

　

適
応
性
が
あ
る
方

▽ 

国
際
理
解
お
よ
び
英
語
に
強
い

　

興
味
関
心
を
持
つ
方

▽ 

日
本
文
化
を
紹
介
で
き
る
方

▽ 

学
業
成
績
が
中
程
度
以
上
の
方

▽ 

保
護
者
の
同
意
と
協
力
を
得
ら

　

れ
る
方

▽ 

学
校
長
と
担
任
教
諭
の
推
薦
を

　

得
ら
れ
る
方

▽ 

留
学
先
の
校
則
お
よ
び
教
師
に

　

従
う
意
思
の
あ
る
方

▽ 

主
催
者
へ
の
誓
約
事
項
を
厳
守

　

で
き
る
方

▼ 

提
出
書
類

▽ 

申
込
書

▽ 

作
文
（
留
学
目
的
に
つ
い
て
、

　

市
販
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

　

紙
２
枚
以
上
）

▽ 

担
任
所
見
（
厳
封
）

▼ 

申
込
期
限　
平
成
28
年
１
月
15

　

日
（
金
）

▼ 

選
考
方
法　
書
類
審
査
後
、
面

　

接
お
よ
び
筆
記
試
験
を
実
施
し

　

ま
す
。

▼ 

そ
の
他　
当
事
業
は
受
入
れ
側

　
（
国
・
高
校
・
協
会
等
）
の
事

　

情
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 
申
込・問 

三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

 

☎
62-

３
８
３
７

広　
告　
欄

31

暮
ら
し

募　

集

広 告 欄



広　
告　
欄

広　
告　
欄

32

〈
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集
〉

　
「
介
護
予
防
の
正
し
い
知
識
や

方
法
等
を
学
び
た
い
」
と
い
う

方
、「
介
護
予
防
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
」

と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
介
護
予
防
に

関
す
る
知
識
や
、
即
実
践
で
き
る

介
護
予
防
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
全
日
程
を
修
了
さ

れ
た
方
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
ご
自
身
や
身
近
な
方
の
た
め

に
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　

▽ 

第
１
回　

12
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

開
講
式
／
講
義
「
介
護
予
防
と

は
」
／
講
義
「
介
護
保
険
制
度
と

三
春
町
の
現
状
」
／
講
義
・
実
演

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
」

▽ 

第
２
回　
平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

講
義
「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
」

／
実
技
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」

▽ 

第
３
回　
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

講
義
「
口
腔
ケ
ア
か
ら
始
ま
る

介
護
予
防
」
／
講
義
「
介
護
予
防

と
食
事
」
／
講
義
・
実
演
「
高
齢

者
の
身
体
を
体
験
し
よ
う
」

▽ 

第
４
回　
平
成
28
年
２
月
上
旬

　

実
習
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」

▽ 

第
５
回　
平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

見
学
学
習
／
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

／
講
義
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地

域
を
め
ざ
し
て
」
／
閉
講
式
・
修

了
証
書
交
付

▼ 

受
講
対
象
者　
70
歳
ま
で
の
希

　

望
者

▼ 

募
集
人
数　
10
名
（
定
員
に
な

　

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼ 

申
込
期
限　
12
月
21
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
☎
62-

５
１
１
０

〈
新
年
に
願
い
を
こ
め
て
希

望
の
一
文
字
大
募
集
〉

　

特
大
だ
る
ま
に
書
き
入
れ
る
新

年
の
願
い
を
込
め
た
「
希
望
の
一

文
字
」
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま

す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
特
大
だ
る
ま
に
書
き
入
れ
ら

れ
る
（
玄
侑
宗
久
氏
筆
）
希
望
の

一
文
字
が
選
考
さ
れ
、
来
年
１
月

に
行
わ
れ
る
三
春
だ
る
ま
市
に
お

い
て
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
が
希
望
を
託
す
一
文
字
を
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼ 

応
募
期
限　
12
月
18
日
（
金
）

▼ 

応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
の
中
の
だ
る
ま
に
一

文
字
を
書
き
入
れ
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
み

は
る
観
光
協
会
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、み
は
る
観
光
協
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
（http://m

iharukom
a.

　

com
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

発
表
方
法　

　

平
成
28
年
１
月
17
日
（
日
）
に

行
わ
れ
る
三
春
だ
る
ま
市
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
し

ま
す
。
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

８
名
の
皆
さ
ん
に
、
文
字
入
り
だ

る
ま
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問　
（
株
）三
春
ま
ち
づ
く
り
公

社
／
み
は
る
観
光
協
会

　

☎
62-

３
６
９
０

〈
町
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者

募
集
〉

　

自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

ス
キ
ー
の
基
本
的
な
技
術
と
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
楽
し
く
ゲ
レ
ン

デ
を
滑
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　

▽ 

第
１
回　
平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

　

午
前
７
時
30
分
出
発
〜
午
後
４
時

30
分
帰
着
（
予
定
）

▽ 

第
２
回　
平
成
28
年
２
月
21
日（
日
）

　

午
前
７
時
30
分
出
発
〜
午
後
４
時

30
分
帰
着
（
予
定
）

▼ 
場
所　
沼
尻
ス
キ
ー
場
（
猪
苗

　

代
町
沼
尻
）

▼ 

集
合
場
所　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

駐
車
場

▼ 

対
象　
三
春
町
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
、
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
指
導
者
・
団
員

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円
（
大
人
・

　

子
ど
も
同
額
）

※ 

未
就
学
児
は
、保
護
者
同
伴（
同

　

伴
の
み
の
場
合
は
無
料
）

※ 

昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
料
金･

リ

　

フ
ト
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
人
数　
各
回
40
名

▼ 

申
込　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え

　

て
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

２
日
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
さ

　

れ
た
場
合
は
、全
額
お
返
し
し
ま
す
。

※ 

先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間　
日
曜
日
、
月
曜
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽ 

第
１
回　
12
月
19
日
（
土
）

▽ 

第
２
回　
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

▼ 

講
師　
三
春
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

▼ 

主
催　
三
春
町
教
育
委
員
会
、

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　

   

☎
62-

３
８
３
７

広 告 欄



広 告 欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

歴
史
講
話
「
戊
辰
戦
後
ほ
ぼ
１
５
０
年
、
そ
ろ
そ
ろ
三
春
狐
を
総
轄
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
第
４
回
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
12
月
10
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
（
月
に
１
回
第
２
木
曜
日
）

▼ 

場
所　
三
春
町
国
際
交
流
館
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

▼ 

会
費　
５
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

▼ 

講
師　
橋
本
捨
五
郎
さ
ん

▼ 

そ
の
他　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家 

☎
62-

５
８
０
０

開会時期（予定） 
12 月 3 日（木）～ 9 日（水）

議会12月定例会が開催されます

　12 月議会の一般質問は、4 日（金）を予定し
ています。多数の傍聴をお待ちしています。
　詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みで
お知らせします。

～ 一般質問を傍聴してみませんか ～

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

● 

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
﹁
三
春
プ
レ
ミ
ア
ム
20
﹂

　

の
利
用
期
限
は
12
月
31
日
ま
で

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
元
消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
発
行
し
ま
し

た
三
春
町
内
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
三
春
プ
レ
ミ
ア

ム
20
」
の
利
用
期
限
は
、
12
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
１
月
１
日
以
降

は
一
切
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
目
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
時
に
お
渡
し
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 
問　
三
春
町
商
工
会 

☎
62-

３
５
２
３

● 

帰
還
支
援
ア
プ
リ
の
リ
リ
ー
ス
開
始

　

福
島
県
で
は
、
こ
の
た
び
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
て
帰
還

を
支
援
す
る
情
報
や
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発

し
、
11
月
６
日
に
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

避
難
元
や
お
住
い
の
市
町
村
の
教
育
・
医
療
な
ど

の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
情
報
政
策
課 

☎
０
２
４-
５
２
１-

７
１
３
３
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募　

集

　年末年始のあわただしさから、火気へ
の注意がおろそかになりがちですので、
火の取り扱いには十分注意してください。
◆ 住宅防火対策
・調理中に火の元から離れる時は、必ず火を消す。
・暖房器具のまわりに燃えやすいものを置かない。
・外出の際は火の元を確認する。
・住宅用火災警報器を設置する。
◆ 放火防止対策
・家のまわりに燃えやすいものを置かない。
・物置などは必ず施錠する。
・夜間は外灯を点灯し、暗いところをつく
　らない。

年末年始火災予防運動
（12月 15日～ 1月 14日）

◆ 問　郡山消防本部予防課 
　☎ 024-923-8172

　師走に入り、降雪が心配される時期となりました。除雪が必要と
なった場合に備え、除雪の基準と除雪時のお願いをお知らせします。
▶ 除雪を行う基準
▷ 町道の積雪がおおむね 15 ㎝以上に達し、さらに降雪が予想さ
　れる場合に行います。
▷ 除雪は積雪が 10 ㎝以下になるように行います。
▷ 主要幹線、通勤・通学路など緊急度の高い路線から除雪を行います。
▶ 除雪時のお願い
▷ 路上駐車は、除雪作業の障害や事故発生の原因となりますので
　避けてください。
▷ 自宅の近くは、できるだけ自力で雪かきを行ってください。
▷ 除雪は、一斉にはできませんので、遅くなる地区が出ざるを得
　ないことをご了承ください。
▷ 除雪作業により、住宅の出入口などにたまる雪は、皆様で雪か
　きをお願いします。
▷ 除雪後には、道路に雪を出さないでください。
▷ 除雪や融雪剤の要望は、除雪協力会長（区長）を通してください。

◆ 問　建設課 建設グループ ☎ 62-2115

● 除雪にご協力をお願いします
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：6・13・20・23・27・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ あいさつは　気持ちと声と　笑顔から（熊田賢人・岩江中学校１年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている
頁数です。施設の休館日は 26 ページに掲載しています。

12月の行事カレンダー ※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

三春町議会12月定例会開会（～9日予定・三春町役場）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

三春町議会12月定例会一般質問（10時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春交流館「まほら」）

行政相談（10時～12時・三春交流館「まほら」）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日・食育講座（離乳食講座）（9時30分～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

男の料理教室（9時30分・保健センター）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

冬の街なかイルミネーション2015（～1月17日・町内）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

歴史民俗資料館冬のミニ展示（～1月31日・歴史民俗資料館）

1（火）

3（木）

4（金）

8（火）

9（水）

　

10（木）

　　

11（金）

12（土）

13（日）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

21（月）

22（火）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時15分受付・保健センター）

クリスマスお楽しみ会（13時45分～16時・中央児童館）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時15分受付・保健センター）　

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

カラーキャンドル作り（9時30分～11時30分・自然観察ステーション）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館） 34

34

34

34

34

34

33

33

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

人口 16,969 人（-28）う
ち男性 8,246 人（-14）・女性 8,723 人（-14）／世帯数 5,570 世

帯（-5）人口・世帯数

12 月 25 日（金）　固定資産税 第 3 期　国民健康保険税 第 6 期　後期高齢者医療保険料 第 5 期　介護保険料 第 6 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年 11 月１日現在（前月比）

休

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

28

2 3 4

10 119

17 1816

23 24 25

1

86 127

1513 1914

2220 21

５

26

町営バス運休カレンダー（12月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 3130

【行政相談】12 月 8 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春交流館「まほら」／行政相談委員

【人権相談】12 月 8 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】12 月 1・8・15・22 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】12 月 10 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

12月6日

13日

20日
23日

27日

29日

30日

31日

清水医院

（ふくだや薬局）
雷クリニック
（きよはし薬局駅前店）
秋元医院
南東北病院滝根診療所

（オリオン薬局）
都路診療所
（さとう薬局）
石川医院
（浜田薬局）
かとうの内科クリニック
（わたなべ調剤薬局）
公立小野町地方綜合病院

（日）

（日）

（日）

（水）

（日）

（火）

（水）

（木）

（

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
船引町
三春町

三春町
船引町
滝根町
滝根町
都路町
常葉町
三春町
三春町
船引町
船引町

小野町

☎82-3535
☎86-2013
☎62-6333
☎61-1101

☎82-1514
☎78-2442
☎68-1455
☎75-2003
☎77-2018
☎62-2630
☎62-2202
☎81-1388
☎81-1293
☎72-3181

）

）

）

）

）

）

（

（

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656


